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Ⅷ．考　　察 （Discussion）

今回の実態調査から，以下について考察する。

１．暴力を受けた看護師

精神科で勤務する看護師の93.6％が患者から暴力を

受けており，精神科看護師であれば誰もが体験する可

能性があることを示唆している。

荒井９）らの一単科精神病院の調査（73.7％）より高

く，田辺10）の身体的暴力94.2％より高く，言語的暴力

94.9％よりも少なかった。井部11）は，身体的暴力は９

割，性的暴力は５～６割，言語的暴力は３～４割と述

べている。

看護師は長時間患者の近くで世話をすることから，

暴力の対象になりやすいという背景がある。さらに，

統合失調症は特有の歪んだ認知の障害があり，周囲と

の協調した社会生活がしにくいといった特徴がある。

背景には精神病患者を社会から封じ込めようとした

明治以降の精神医療の歴史，そこから作られる精神障

害者への偏見等が考えられる。

治療過程のなかで生まれる患者―看護者（治療者）

関係で，患者の回復（成長）過程で，葛藤し揺れる患

者を支持しきれない場合，患者は暴力を起こしやす

く，対象として看護師に向いてくる場合が多い。これ

を暴力とするか否かは対象者の判断による。今回の調

査でもこうした「暴力」は暴力としないという意見が

あった。どの様な場合でも、患者との相互関係におい

て「相手に手を出さない」ことが重要で感情を言葉で

伝えることが必要である。

また，今回の調査では「暴力」とされたが，通常

では管理者に報告されない暴力の存在が考えられる。

表10　看護士が患者から受けた暴力の内容と頻度（性別）　＊：Ｐ＜ .05）
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看護管理者は表面に出でてこない小さな暴力の把握

が必要である。報告しやすい「ヒヤリハットメモ」の

活用やリスクマネージャー，精神科専門（認定）看護

師の活動が期待される。

患者から繰り返し暴力を受けているのは男性が多

かったが，男性が暴力に多く対応していることと関

連していると考えられる。包括的暴力防止プログラ

ム（CVPPP：Comprehensive  Violence  Prevention and 

Protection Program）12）の導入や修得は有効との報告があ

る。

２．暴力を受けた看護師の性別

性別と暴力との関連では男性の方が多かった。ま

た，受けた暴力の回数や，身体的，言語的，心身以外

の暴力においても同様の結果であった。患者が病棟で

暴れた場合，男性にその対応を期待されており，矛盾

を感じながらその役割を受け入れている男性看護師

が多い。男性は女性より多くの暴力を受けるという報

告が多いが，本調査でも同様の結果であった。

男性看護師が抑制する役割を担っている原因の一

部として，その技術やシステムの未確立が考えられ

た。技術の不足が男性への腕力の依存を招き，システ

ムの未確立が不必要に男性を集める習慣を生んでい

ると推察される。

３．新人看護師の教育

今回の調査では精神科１年未満の看護師の83％が

暴力を受けていた。「記憶に残る・印象的」な場面は

自分にとって突然で，意外で，期待とは異なる，予想

外の出来事であろう。しかも精神科看護や精神病患者

のとらえ方や考え方の転換点となった「体験」であろ

うと考えられる。１年目の看護師の教育が重要である

ことは明らかである。

精神科勤務１年目に印象深い場面が多いのは，それ

までの自分の看護では通用しない，ということでもあ

る。これは精神科看護をするうえで，成長の過程と

も受け取れる。新規採用の看護師など年代の若い看

護師には，アセスメント能力や，患者との距離のと

り方を学ぶことが重要と考える。相手の態度，表情，

細かいしぐさから欲求や状態を把握する能力である。

しかもそれを早い時期に行うことで，暴力を受けない

患者との距離を学ぶことができると考える。

長い臨床経験があるにも拘わらず，精神科に転勤し

て暴力を受けるのは，心理的な大きな壁となることは

間違いない。長く多くの臨床経験をもつ看護師にとっ

て，被暴力は自尊心やプライドを揺さぶられるであろ

うことは間違いない。

４．暴力を受けた看護師のサポートについて

暴力を受けた看護師が，支えられたと感じる対応に

ついて，同僚や上司の対応が支援として受け取られて

いない可能性があると考えられる。有効な対応では，

声かけ，話を聴くなど，当事者個人を気づかい尊重さ

れた言動が心に残っていると推察される。また，暴

力場面と事後とどちらの対応もあげられ，応援体制，

患者対応の交替などチームで看護師を守る姿勢が伝

わり，当事者看護師の安心感につながるという。

暴力の報告がされないことも推測される。報告の基

準があいまいで，明らかな外傷などがあれば報告さる

が，精神的，心理的な場合は表面化されない可能性が

ある。暴力を正確に把握するための課題の１つとし

て，報告率を上げる必要があることが示唆された。

看護師は小さな暴力であっても報告でき，管理者は

暴力の正確な実態を把握し，対応する必要がある。ま

た，病院全体の組織的な取り組みが最も重要である。

Ⅷ．まとめ （Conclusion）

１ ）患者からの暴力は93.6％の看護師（男性98.8％，

女性91.7％）が受け，男性に多く有意の差があった。

２ ）年代的には20歳代30歳代が多く，40歳代50歳以上

は減少していた。

３ ）勤務場所別では老人病棟が暴力を受けた者が最も

多く，外来が少なかった。

４ ） 身体的暴力が最も多く，言語的暴力，性的暴力の

順で，１人当たりの延べ平均は11.0件であった。

５ ）精神科のみの看護師は他科の経験のある看護師よ

り多くの暴力を受けていた。精神科勤務期間別の他

科経験を有する者の割合は，期間が長くなるにつれ

て減少した。

６ ）精神科経験１年目の看護師は８割以上が暴力を受

け，３年未満の看護師より暴力体験が少なく，有意

の差があった。

７ ）精神科に勤務して，３年までに印象的な暴力を受

け，看護師として大きな転換期になる。

Ⅸ．研究の限界および今後の課題

１． 本研究では，対象者をＡ県内の５施設に勤務する

看護師に限定したが，対象者を広範囲にする必要

がある。
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２． 暴力を受けた期間を「これまで」としたが，「過

去１年間」等に限定し，詳細な調査を行う必要が

ある。

３． 受けた暴力をより具体的に，どの項目を何回受け

たかを詳細にする必要がある。

４．暴力の受止めの違いを検討する必要がある。
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要　　　　　旨

本研究では，地域の５年間の「子育てを見守るシステム」の取り組みを振り返り，そこから見いだされる活動原

則を明らかにすることを目的として，「気になる児」についてのケース連絡会議の議事録の内容分析を行った。児

への支援内容を情報収集し，質的分析によって，児および母親（家族）の生活像と保健師が関わる際の視点をキー

ワードとして抽出した。

分析の結果，保健師が関わりの中で着目した視点として，児に対しては，《運動発達》，《精神発達》《コミュニケー

ション能力》《行動》の４つのカテゴリーが，母親に対しては，《家族の成育歴》《健康状態》《生活状況》の３つの

カテゴリーが抽出された。「気になる児」を保健師がどのような視点で見ているかを整理した結果，保健師は母子

と関わる中で環境に左右されることなく共通する視点で気付きを得ていた。母子が生活している地域での子育てを

見守るシステムの中で，保健師は最初に出会う専門家の１人として早期発見から早期発達支援への連携の重要な役

割を担っていた。 

Keywords: 発達障害　　支援システム　　保健師

Ⅰ．は　じ　め　に

平成17年に発達障害者支援法が施行され，発達障害

に関する環境が大きく変化している。発達障害者支援

法では，発達障害を自閉症，アスペルガー症候群その

他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害，

その他これに類する脳機能の障害であって，その症状

が通常低年齢において発症するものとして定義して

いる１）。この法律の趣旨として，発達障害者にはでき

るだけ早期の発達支援が特に重要であるとされ，乳幼

児期から成人期までの地域における一貫した支援の

促進，専門家の確保と関係者の緊密な連携の確保，子

育てに対する国民の不安の軽減があげられている。平

成20年にまとめられた「発達障害者支援施策検討会」

の報告では，今後の地域支援体制の整備や支援手法の

開発，調査・研究などが示され，明確な方向性が謳

われており，市町村では個々の支援の提供ならびに，

そこに関わる職員の人材育成や，住民に対する普及啓

発の役割を担っている。

このような中で地域保健師のかかわりとしては，乳

幼児健診等による早期発見や就学時健診における発

見ならびに早期の専門的発達支援へつなげる役割が

求められている。発達障害は障害像の幅が広く，一律

の対応で適用できるものではない。地域において個別
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の対応が必要となり，その方法が蓄積されているが，

多くがその地域や支援者個人の方法に留まっている

現状がある。このように地域独自の方法となるのは，

専門医療機関の有無や療育システムの有無など地域

差があることも原因であると考えられる。地域支援体

制の整備については，「地域支援体制整備事業」が行

われ，都道府県に設置されている発達障害者支援セン

ターが市町村等に対する専門的な情報の提供や研修

を開催している。岐阜県においても，岐阜市にある発

達支援センターがその役割を担っているが，遠方から

の受診や通所には困難さもあり，遠隔地域では有効な

取り組みを検討する必要がある。

そこで今回，遠隔地で発達支援センターなどを利用

するにはアクセス上の限界がある一地域の「子育てを

見守るシステム」における今までの取り組みの中か

ら，そこに見出される保健師の活動原則と職種間の連

携を明らかにし，支援を必要と判断する際の着眼点を

明確にした。この研究は地域における発達障害を含め

たよりよい子育て支援システム構築のための示唆を

得ることができると考える。

Ⅱ．研　究　方　法

１．対象

人口約10,000人の山間地域 A 町で実施されている

「気になる児」についてのケース連絡会議（平成18年

度～平成22年度）の議事録およびケース連絡会議担当

保健師とした。

２．調査方法

過去５年分のケース会議議事録より，①保健師を

中心とした支援活動のシステム構築までのプロセス，

②児および母親への支援内容について情報収集およ

び担当保健師へのヒアリングを実施した。研究実施期

間は平成22年11月～平成23年３月である。

３．分析方法

連絡会議録から支援活動のシステム構築までのプ

ロセスを可視化し，また児への支援内容の情報を収集

しながら，児および母親（家族）の生活像と保健師

が関わる際の視点をキーワードとして抽出した。キー

ワードの抽出は文脈に注意しながら内容を整理し，意

味の近いと思われるのも同士をグルーピングし，そ

のまとまりを象徴するようなカテゴリー名を付けて，

互いに関連しあっているものを整理，統合し，質的機

能的に分析を行った。

支援活動システム構築までのプロセスを可視化し，

内容の妥当性に関しては担当保健師へのヒアリング

にて確認し，複数の研究者と検討を行った。

４．倫理的配慮

調査対象となる A 町には，研究の主旨，プライバ

シーの配慮について口頭説明ならびに文書を持って

了解を得て，情報の開示について正規の手続きを実施

し，個人情報目的外利用届けを提出した上で決裁を

うけ実施した。文書には個人名が特定されないこと，

研究以外では使用しないこと，得られた結果は学会等

で公表することを記載し，同意を得た。なお，本研究

は研究の倫理的原則にのっとり，岐阜医療科学大学倫

理審査委員会の審査を受け，承認を得て実施した。

Ⅲ．結　　　　　果

平成18年度～平成22年度まで５年分のケース連絡

会議議事録より，保健師からの情報や発言内容が289

のキーワードとして抽出された。カテゴリーを《　》，

サブカテゴリーを［　］で示す。保健師の児に対す

る着眼点は，150のキーワードから《運動発達》《精神

発達》《コミュニケーション能力》《行動》の４カテ

ゴリーが導き出された（表１）。母親に対する着眼点

は，76のキーワードから《家族の成育歴》《健康状態》

《生活状況》の３つのカテゴリーが導かれた（表２）。 

表１　児に対する着眼点
カテゴリー サブカテゴリー

《運動発達》 ［身体発達状況］
［運動発達状況］
［視聴覚検査結果］
［基礎疾患・障害］

《精神発達》 ［理解・認知力］
［関心・反応］

《コミュニケーション能力》［ことばの発達］
［非言語的コミュニケーション］

《行動》 ［多動・落ち着きのなさ］
［気になる行動］
［基本的生活習慣］

表２　母親に対する着眼点

カテゴリー サブカテゴリー
《家族の成育歴》 ［家族の育児状況］

［家族の成育歴］
［母の関わり］

《健康状態》 ［母の健康問題］
［母の自己表現能力］
［ストレス状態］

《生活状況》 ［生活の様子］
［転入・転出状況］
［国籍］
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保健師が行っていた支援では，《発達確認の勧め》《対

応方法アドバイス》《社会資源活用》の３カテゴリー

が導かれた。

抽出されたカテゴリーのストーリーラインは次の

ようになった。保健師は以前からの関わりの中から，

家族の［生活状況］［転入・転居などの居住地移動］［国

籍］などの情報を元に《生活状況》を，また ［家族の

育児状況］［母の関わり］に関する情報を得て《家族

の成育歴》を把握していた。乳児健診などの保健事

業を通し，児の［身体発達状況］［運動発達状況］［視

聴覚検査結果］［基礎疾患・障害］を観察し《運動発達》

に関する異常の有無を見るとともに，やり取りの中か

ら［理解・認知力］［関心・反応］を見て《精神発達》

の状況に着目していた。中でも対象児の年齢に応じた

［ことばの発達］［非言語的コミュニケーション］の方

法を観察し，総合的に児の《コミュニケーション能力》

を把握していた。また発達障害児に見られる特徴的

な［多動・落ち着きのなさ］［気になる行動］の有無

だけでなく，健診当日の様子以外に［基本的生活習慣］

の状況を聞き取り児の《行動》として把握していた。 

主な保育者である母親に対しても，［母の健康問題］

［母の自己表現能力］［ストレス状況］から《健康状態》

を把握し，児を中心に母親と家族全体を総合的に捉

え，支援の必要性を判断していた。

特に保健師が関わる健診・相談の場面での観察が

重要であり，A 町は１人の対象者に対し問診，個別相

談，個別指導においてそれぞれ違う保健師が対応し，

複数の観察により異常の早期発見に努める工夫がな

されていた。

Ⅳ．考　　　　　察

乳幼児期は，発育・発達の著しい時期であり，未熟

性を補完するために適切な育児が実践される必要が

あり，母子保健活動がそれを支えている２）。保健セン

ターでは乳幼児健診および健康相談・育児教室等きめ

細やかに関わるシステムが整備され，地域の母子を支

える子育て支援が行われている。３～４カ月児を持つ

母親の乳児健診における主訴の調査によると，子ども

の発達についての不安やからだの気がかりについて

の相談のみならず，多動に関する記述内容が挙げら

れており３），乳児を持つ母親のなかにも発達障害に対

する関心が高まっていることがわかる。都築（2004）

は援助の必要性を見極める技術について，健診では対

象を知るための情報として，母子手帳や問診票など

のツール，発達課題の検査などが用意されているが，

保健師はそういったものだけなく，それらを通して見

えてくる生活の部分を重要視していたと述べている
４）。今回，母子保健活動の中で，「気になる児」を保

健師のどのような視点で見ているかを整理した結果，

母子との関わりの中で保健師間において共通の視点

を持って気付きを得ていた。そして多動や落ち着きの

なさといった表面化しやすい行動をとらえるだけで

なく，母子が生活している地域での家族の様子などの

基本的な情報を基盤に，保健事業を通し母子を総合的

にとらえており，この視点こそ保健師の専門性である

と考える（図１）。保健師は，予防的視点を持って気

がかりな児とその家族に継続的に関わっていく機能

をもつ保健専門職であるとされている５）。今回の調査

からも，生活全般を支援する子育てを見守るシステム

の中で，保健師は最初に出会う専門家の１人として早

期発見から早期発達支援への連携の役割と，システム

づくりの中心的な役割を担う職種であることが明確

になった。

幼児期に発達障害の診断をする際に気をつけなけ

ればいけないことの１つに，診断がつくと保護者が子

どもに対して拒否的な対応をするようになる可能性

があることが挙げられている６）。このような事態を避

けるため，単に診断だけに注目するのではなく児の

特徴を明確にし，才能を見つける手助けや，関わり方

の特徴を見出すような助言をすることが必要であり，

特にこの部分は医療機関のみでなく保健師の役割と

して担う部分であると考える６）。実際，家族を支援す

ることで児に親の注目が集まってしまい，かえって児

に悪影響を及ぼしたケースもあり保健師自身が家族

支援の困難さを認識し，ケース一つ一つを丁寧に検討

図１　支援の必要性を判断する流れと着眼点
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していくことが必要である。その入り口としての保健

師は，母親との信頼関係を形成しつつ，早期に対応で

きるようにしていくことが重要である。また発達障害

は３歳児健康診査のあとに問題が表面化してくるこ

とも多く，発達については保健，福祉，教育機関等途

切れることなく細かく親と一緒に確認していくシス

テムを構築していくことが必要である。

保健師は，保健事業を通して定型発達のみに価値を

おき，そこから外れた子どもを正常といわれる発達段

階まで伸ばすことが目標であるかのように，発達支援

をとらえてはならないと考える。発達支援は，将来子

どもたちが健全な社会生活を送ることができるよう

にライフサイクルを見据えた支援をしていくことで

ある。幼児期の子どもの多くが保育園などで集団生活

を始め，それまでの家庭内や限られた人間関係だけの

狭い世界から子どもたちの世界が広がっていく。保健

師は，発達の個人差が大きい乳幼児期という年齢的な

特徴も踏まえた中で，「気になる児」に対して支援の

必要性を見極めていく必要がある。

医療は疾患の原因を見つけそれを除去することに

よって治療が成功したと考えることが多いが，障害は

その原因がわかったとしてももとの状態には戻らな

い。つまり原因から治癒へという医療モデルでは解決

しない問題であり，障害のある児の治療には，医療の

枠を超えた保健，福祉，教育分野が連続して関わる

生活モデルにより生活の充実を目指すことが必要で

ある。即ち発達支援は，必要な児の成長に関わる人々

によって行われることが重要となる７）。

今回の調査は限られた地域での支援内容に限局し

た結果であり，他の地域での保健活動の状況とも比較

してみる必要があるが，この研究により専門職種間で

のカンファレンスや事例検討を通して，支援の方向性

を判断し，早期から医療機関，保育園等関係機関と綿

密に連携することで，児が集団生活に入った後の混乱

を避け適応を促す効果が示唆された。このように地域

における支援に関しては，早期発見・早期専門的発達

支援へ連携のみならず，生涯にわたる地域での生活を

見守ることができる保健師ならではの機能を十分に

発揮することが必要である。

Ⅴ．結　　　　　論

「気になる児」を保健師がどのような視点で見てい

るかを整理した結果，母子との関わりの中で保健師間

において共通の視点を持って気付きを得ていた。それ

は多動や落ち着きのなさといった表面化しやすい行

動をとらえるだけでなく，母子が生活している地域で

の家族の様子などの基本的な情報を基盤に，保健事業

を通し母子を総合的にとらえていた。地域での子育て

を見守るシステムの中で，保健師は最初に出会う専

門家の１人として早期発見・早期発達支援への連携

の役割を担っていた。また，専門職種間とのカンファ

レンスや事例検討を通して，児が集団生活に入る前か

ら医療機関，保育園等と綿密に連携することで，混乱

を避け適応を促す連携をしていた。
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臨地実習において看護学生が経験した看護技術に対する緊張
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Study on nursing students’ strain of nursing techniques in clinical practice
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３）Chiaki Hospital　４）Mie Prefectural College of Nursing 

 

要　　　　　旨

看護学生が臨地実習で看護技術を実施する際に，どの程度の緊張がみられるか明らかにすることを目的とした。

対象は A 看護系大学の４年生80名であった。無記名自記式質問紙調査として，基本的な看護技術81項目について

臨地実習での実施状況とその際の緊張の程度について評価を求めた。臨地実習で80％以上の学生が実施した看護技

術は81項目中，環境調整技術，清潔・衣生活援助技術，活動・休息援助技術，安楽確保の技術，安全管理の技術な

ど36項目であった。この36項目の中で緊張の程度が高かった上位３項目は，沐浴，入浴介助，部分浴・陰部ケアであっ

た。これに対して，緊張の程度が低かった下位３項目は，活動・休息援助技術の安静，療養生活環境調整，廃用症

候群予防であった。緊張度が高い理由として，患者への直接的な関わりや身体への侵襲の程度が影響している可能

性が示唆された。このことから，臨地実習で学生が実施することの多い看護技術の中で，患者への直接的で侵襲を

伴う可能性のある技術の指導に際しては，心理面に配慮した指導体制を確立していくことの必要性が示唆された。

Keywords：看護技術　　緊張　　臨地実習　　看護学生

　

Ⅰ . 諸　　　　　言

医療技術の高度化・複雑化に伴い，医療に対する安

全性や看護技術の充実が社会的な課題となっている。

そのため安全で質の高い看護を実践できる看護実践

能力を身につけた看護職者が必要とされ，看護系の大

学教育においても高度な看護を実践できる看護職者

の育成が求められている。

2003年に出された厚生労働省の「看護基礎教育にお

ける技術教育のあり方に関する検討会」報告書１）では，

「臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術

の水準」が示されており，看護学生の看護技術の習得

や向上，質の高い看護職者の育成につながるよう教育

指導の指針の一つとなっている。看護基礎教育におい

て，患者に対して安全な技術を提供するため，静脈内

注射をはじめとする看護技術に関する基礎的な知識・

技術をどこまでどのように教育するか，看護技術の習

得度を高めるための教育方法の工夫が求められてい

る。

実際の看護基礎教育では，学内で知識を学んだ上で

技術演習を行い，臨地実習において初めて実際の患者

を受け持って看護実践を行いながら看護実践能力を

養うことになる。患者に対して初めて看護技術を行う

際に，学生は患者の身体への侵襲の大きさ，さらに自

分の失敗で障害を負わせるかもしれないなどの不安

を抱き２），困難，緊張などを感じると考えられる。一
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方で，医療の高度化，患者の高齢化，在院日数の短縮

化，看護業務の複雑化に伴い，医療安全確保のための

取り組みが強化される中，臨地実習において学生が実

施できる看護技術の範囲や機会は狭くなってきてい

る。これらのことから，限られた機会の中で学生が看

護技術を効果的に習得できる教育方法の検討が課題

となっている。

これまでに，看護系大学生の臨地実習における看護

技術の自信の程度について報告３）がなされているが，

臨地実習において看護学生がどのような看護技術に

緊張を感じるか報告している研究は見当たらない。限

られた臨地実習の機会に，学生はどのような看護技術

の実施経験がもて，どのような看護技術に緊張を感

じ，その緊張がどの程度であるか明らかにすること

で，看護技術の習得方法や学内演習などの教育介入の

際に役立てることができ，安全で質の高い看護実践能

力の獲得にも繋がると考えられる。

本研究では，臨地実習において看護学生が経験した

看護技術に関して，その看護技術を実施する際の緊張

の程度を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ . 研　究　方　法

１）調査協力者

A 看護系大学の４年生80名を調査対象とした。調査

協力者は A 看護系大学のカリキュラムとして，１年

次から２年次前期に「基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ」として，

コミュニケーションやフィジカルアセスメント，清

潔・食事・排泄・感染などの基本的援助技術について

学修し，２年次後期には「基礎看護技術Ⅲ」として

与薬や注射などの高度な技術について，学内で講義お

よび演習を通して学修していた。また２年次前期には

「基礎実習Ⅰ（実習病院の機能や環境を理解し，看護

師の役割を知る）」，２年次後期では「基礎実習Ⅱ（患

者を受け持ち，看護実践の基礎を学習する）」を終え

ていた。３年次後期から４年次後期にかけて，「各領

域別実習（成人・老年・母性・小児・精神・在宅・地域）」

が組まれており，本研究の調査協力者は調査時にはす

べての臨地実習を修了していた。

２）調査内容および調査方法

平成22年12月に無記名自記式質問紙調査を行った。

調査内容は，「看護基礎教育における技術教育のあり

方に関する検討会」報告書１）の「臨地実習において看

護学生が行う基本的な看護技術の水準」をもとに，臨

地実習での看護技術の実施経験の有無とそれぞれの

看護技術を経験した際の緊張の程度について問うも

のであった。具体的には，①環境調整技術３項目，②

食事援助技術５項目，③排泄援助技術11項目，④活動・

休息援助技術８項目，⑤清潔・衣生活援助技術９項目，

⑥呼吸・循環を整える援助技術11項目，⑦創傷管理技

術３項目，⑧与薬の技術６項目，⑨救命救急処置技

術８項目，⑩症状・生体機能管理技術７項目，⑪感染

予防の技術３項目，⑫安全管理の技術４項目，⑬安全

確保の技術４項目であり，13の大項目と81の小項目か

らなっていた。「臨地実習において看護学生が行う基

本的な看護技術の水準」は，３つの水準が設けられて

おり，各看護技術はそれぞれの水準に分類されている
１）。水準１は46項目あり「教員や看護師の助言・指導

により学生が単独で実施できるもの」とされ，実施し

ようとする技術が特定の患者の状態に適していると

教員や看護師により認められたものであれば，患者・

家族の承諾を得て，学生が主体となり単独で実施でき

るものである。水準２は25項目あり，「教員や看護師

の指導・監視のもとで実施できるもの」とされ，患者・

家族の承諾を得て教員や看護師の指導・監視のもとで

学生が実施できるものである。水準３は10項目あり，

「原則として看護師や医師の実施を見学するもの」と

され，原則として学生には実施させないが，看護師や

教員または医師の指導・監視のもとで患者の身体に

直接触れない範囲で介助を行うことは差支えないも

のである。81項目すべてについて，「すごく緊張した：

４点」，「緊張した：３点」，「少し緊張した：２点」，「緊

張しなかった：１点」および「経験しなかった：０点」

での評価を求めた。従って，得点が高いほどより緊張

した看護技術と評価でき，総得点の幅は０点から324

点であった。

分析方法については，各項目の単純集計（各項目の

経験度，看護技術実施の水準からみた各項目の経験状

況，各項目の緊張度の平均値）をおこなった。

３）倫理的配慮

調査日の授業開始前の休憩時間に，調査への協力を

調査協力者に口頭で呼びかけた。調査時には呼びかけ

に賛同して集まった調査協力者に以下の内容を説明

して質問紙を配布した。質問紙については無記名であ

り，研究への参加・不参加や回答内容は成績や評価

には全く影響しないこと，個人のデータは ID 番号を

用いて分析するため個人名や個人データは特定され
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ないこと，データは本研究以外には使用しないこと，

回収された質問紙は研究終了後にシュレッダーにか

けて破棄すること，結果は研究論文として公表するこ

と，などを口頭と文書で説明を行った。質問紙の回収

をもって同意が得られたものとした。

Ⅲ . 結　　　　　果

回収数は63名（回収率78.8％）であり，欠損値のあっ

た16名を除いた47名を有効回答（有効回答率58.8％）

とした。調査対象者個別の得点では，合計得点は最小

値が43点で最大値が136点，平均86.68点（SD：24.45）

であり，各項目の平均点は最小値が1.09点で最大値が

3.32点，平均1.95点（SD：0.51）であった（表１）。

看護技術について80％以上の学生が臨地実習で経

験した項目は，①環境調整技術の３項目全て（ベット

メーキングなど），④活動・休息援助技術の８項目中

７項目（体位変換，移送，歩行移動の介助，関節可動

域訓練など），⑤清潔・衣生活援助技術の９項目全て

（入浴介助，陰部ケア，沐浴，寝衣交換など），⑫安全

管理の技術の４項目中３項目（療養生活の安全確保，

転倒予防など），⑬安全確保の技術の３項目全て（体

位保持，罨法など）であった。従って，看護技術につ

いての13の大項目（81項目）のうち，５つの大項目（合

計36項目）に関しては多くの看護学生にとって臨地

実習で実施経験のあった看護技術であったと言える。

一方，80％以上の学生が臨地実習で実施経験のなかっ

た項目は，③排泄援助技術の11項目中４項目，⑥呼吸・

循環を整える援助技術の11項目全て，⑨救命救急処置

技術の７項目全てであり，この３つの大項目（合計22

項目）については，臨地実習の中で学生が経験する機

会の少ない看護技術であったと言えた。

80％以上の学生が臨地実習で実施経験のなかった

22項目のうち，看護技術実施の水準からみてみると，

水準１の看護技術は⑥呼吸・循環を整える援助技術の

１項目（口腔・鼻腔吸引），水準２は，②食事援助技

術の１項目（経鼻胃チューブの挿入），③排泄援助技

術の４項目（浣腸，導尿，摘便，膀胱内留置カテーテ

ル挿入），⑦創傷管理技術の１項目（包帯法），⑧与薬

の技術の２項目（直腸内与薬法，輸液ポンプの操作），

⑥呼吸・循環を整える援助技術の３項目（気管内吸

引，低圧胸腔内持続吸引中の患者のケア，人工呼吸器

装着中の患者のケア），水準３は，⑧与薬の技術の１

項目（輸血の管理），⑨救命救急処置技術の７項目全

て，⑥呼吸・循環を整える援助技術の２項目であった。

また水準１の看護技術全46項目のうち，最も経験者

の割合が低かった下位３項目は，口腔・鼻腔吸引（７

名，15％）の，採尿・尿検査（12名，26％），排尿困難

時の援助（17名，36.2％）であった。

看護技術81の小項目のうち，臨地実習で80％以上

の学生が実際に実施を経験し，緊張の程度について

の平均値が高かった上位３項目は，全て⑤清潔・衣

生活援助技術に含まれる，沐浴の2.98点（SD：0.91），

入浴介助の2.74点（SD：0.93），部分浴・陰部ケアの

2.70点（SD：0.89）であった。また臨地実習で80％以

上の学生が経験した項目の中で，緊張の程度が低かっ

た下位３項目は，④活動・休息援助技術の２項目，安

静1.13点（SD：0.34）と廃用症候群予防の1.41点（SD：

0.5）と①環境調整技術における療養生活環境調整（温・

湿度，換気，採光，臭気，騒音，病室整備）の1.21点

（SD：0.46）であった（表２，３）。

Ⅳ . 考　　　　　察

臨地実習で80％以上の学生が実際に実施の経験を

した看護技術について，看護技術の大項目の特徴か

ら，衣生活や移動・歩行の介助など基本的な日常生活

動作に関する項目が多くを占めていた。これは，臨地

実習において患者の身の回りを整える技術の中心に

なるものであり，毎日繰り返し実施する技術であるこ

とから，看護学生が特に実施する機会が多い技術と考

えられる。いずれも A 看護系大学における臨地実習

では，基本的な日常生活援助を中心に看護技術の実習

が行われていたと言える。

一方，80％以上の学生が臨地実習で実施経験のな

かった項目について，排泄援助技術では浣腸や導尿，

膀胱内留置カテーテル挿入など，救命救急や呼吸・循

環に関するケアや医療機器を扱う項目など生命に関

わることであり専門性の高い技術であった。臨地実習

では，これらの技術を必要とするケア中心の重症患者

を受け持つ機会は限られていることや，１週間から３

週間の実習期間内ではこれらの技術を経験する機会

表１　調査対象者個別の緊張度得点

最小値～最大値 中央値 平均値 ＳＤ
合計得点 43～136 88 86.68 24.45

平均値 1.09～3.32 1.95 1.95 0.51
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表２

臨地実習において看護学生が行う看護技術項目 水準
※１

経験あり 経験なし

人数 ％ 平均値 SD 人数 ％

1
環境調整技術

療養生活環境調整
（温・湿度、換気、採光、臭気、騒音、病室整備） 1 47 100.0 1.21 0.46 0 0.0 

2 ベッドメーキング 1 47 100.0 1.72 0.83 0 0.0 

3 リネン交換 1 47 100.0 1.77 0.91 0 0.0 

4

食事援助 技術

食事介助 1 39 83.0 2.00 0.94 8 17.0 

5 栄養状態・体液・電解質バランスの査定 1 33 70.2 1.76 0.94 14 29.8 

6 食生活支援 1 34 72.3 1.85 1.05 13 27.7 

7 経管栄養法（経鼻胃チユーブの挿入） 2 5 10.6 2.60 0.83 42 89.4 

8 経管栄養法（流動食の注入） 2 10 21.3 2.80 1.19 37 78.7 

9

排泄援助技術

自然排尿・排便援助 1 44 93.6 1.89 0.76 3 6.4 

10 便器・尿器の使い方 1 16 34.0 1.94 0.98 31 66.0 

11 オムツ交換 1 45 95.7 2.53 0.99 2 4.3 

12 失禁ケア 1 30 63.8 2.37 1.33 17 36.2 

13 排尿困難時の援助 1 17 36.2 2.06 1.05 30 63.8 

14 膀胱内留置カテーテル法（管理） 1 30 63.8 1.93 1.18 17 36.2 

15 浣腸 2 9 19.1 1.78 0.79 38 80.9 

16 導尿 2 5 10.6 1.60 0.52 42 89.4 

17 摘便 2 5 10.6 2.00 0.69 42 89.4 

18 ストーマ造設者のケア 2 13 27.7 2.15 1.06 34 72.3 

19 膀胱内留置カテーテル法（カテーテル挿入） 2 4 8.5 1.25 0.37 43 91.5 

20

活動・休息
援助 技術

体位変換 1 46 97.9 1.98 0.76 1 2.1 

21 移送（車いす） 1 46 97.9 1.80 0.79 1 2.1 

22 歩行・移動の介助 1 46 97.9 1.89 0.78 1 2.1 

23 廃用性症候群予防 1 44 93.6 1.41 0.59 3 6.4 

24 入眠・睡眠の援助 1 25 53.2 1.36 0.80 22 46.8 

25 安静 1 39 83.0 1.13 0.53 8 17.0 

26 移送（ストレッチャー） 2 39 83.0 1.90 0.97 8 17.0 

27 関節可動域訓練 2 40 85.1 1.93 1.05 7 14.9 

28

清潔・衣生活
援助技術

入浴介助 1 46 97.9 2.74 1.00 1 2.1 

29 部分浴・陰部ケア 1 46 97.9 2.70 0.97 1 2.1 

30 清拭 1 47 100.0 2.30 0.78 0 0.0 

31 洗髪、口腔ケア、整容 1 45 95.7 2.40 0.98 2 4.3 

32 口腔ケア整容 1 45 95.7 2.00 0.95 2 4.3 

33 整容 1 45 95.7 1.60 0.88 2 4.3 

34 寝衣交換など衣生活援助（臥床患者） 1 46 97.9 2.26 0.98 1 2.1 

35 沐浴 2 43 91.5 2.98 1.21 4 8.5 

36 寝衣交換など衣生活援助
 （輸液ライン等が入っている患者） 2 43 91.5 2.40 1.04 4 8.5 

37
安楽確保の技術

体位保持 1 44 93.6 1.68 0.85 3 6.4 

38 罨法等身体安楽促進ケア 1 43 91.5 1.65 0.83 4 8.5 

39 リラクセーション 1 39 83.0 1.56 0.88 8 17.0 

40
創傷管理技術

褥創の予防ケア 1 39 83.0 1.69 0.99 8 17.0 

41 包帯法 2 3 6.4 1.67 0.43 44 93.6 

42 創傷処置 2 10 21.3 1.70 0.79 37 78.7 

※１　臨地実習において看護学生が行う基本的な看護技術の水準（厚生労働省，2003）
　　　水準１　教員や看護師の助言・指導により学生が単独で実施できるもの
　　　水準２　教員や看護師の助言・監視のもとで実施できるもの
　　　水準３　原則として看護師や医師の実施を見学するもの
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表３

臨地実習において看護学生が行う看護技術項目 水準
※１

経験あり 経験なし

人数 ％ 平均値 SD 人数 ％

43

与薬の技術

経口・経皮・外用薬の与薬方法 1 35 74.47 1.771 1.024 12 25.5 

44 直腸内与薬方法 2 2 4.26 1.5 0.323 45 95.7 

45 点滴静脈内注射・中心静脈栄養の管理 2 19 40.43 1.526 0.874 28 59.6 

46 皮内・皮下・筋肉内・静脈内注射の方法 2 10 21.28 1.6 0.700 37 78.7 

47 輸液ポンプの操作 2 4 8.51 1.5 0.448 43 91.5 

48 輸血の管理 3 5 10.64 1.4 0.465 42 89.4 

49

救命救急処置技術

意識レベル把握 1 26 55.32 1.692 1.030 21 44.7 

50 救急法 3 1 2.13 1 0.146 46 97.9 

51 気道確保 3 0 0.00 47 100.0 

52 気管挿管 3 1 2.13 1 0.146 46 97.9 

53 人工呼吸 3 0 0.00 47 100.0 

54 閉鎖式心マッサージ 3 1 2.13 1 0.146 46 97.9 

55 除細動 3 1 2.13 1 0.690 46 97.9 

56 止血 3 5 10.64 2 0.963 42 89.4 

57

症状・生体機能
管理技術

バイタルサインの観察
（体温，脈拍，呼吸，血圧） 1 47 100.00 2.170 0.974 0 0.0 

58 身体計測 1 41 87.23 1.780 0.970 6 12.8 

59 症状・病態の観察 1 47 100.00 2.191 0.709 0 0.0 

60 検体の採取と扱い方（採尿，尿検査） 1 12 25.53 1.5 0.856 35 74.5 

61 検査時の援助（心電図モニター，パルスオキ
シメータの使用，スパイロメータの使用） 1 43 91.49 1.651 0.827 4 8.5 

62 検体の採取と扱い方（採血，血糖測定） 2 11 23.40 1.818 1.244 36 76.6 

63 検査時の援助（胃カメラ，気管支鏡，
腰椎穿刺，12誘導心電図など） 2 19 40.43 2.158 0.777 28 59.6 

64
感染予防の技術

スタンダードプリコーション 1 46 97.87 1.543 0.874 1 2.1 

65 感染性廃棄物の取り扱い 1 44 93.62 1.727 1.225 3 6.4 

66 無菌操作 2 21 44.68 2.190 0.748 26 55.3 

67

安全管理の技術

療養生活の安全確保 1 46 97.87 1.522 1.030 1 2.1 

68 転倒・転落・外傷予防 1 46 97.87 1.978 0.972 1 2.1 

69 医療事故予防 1 43 91.49 1.930 1.068 4 8.5 

70 リスクマネジメント 1 32 68.09 1.688 0.100 15 31.9 

71

呼吸・循環を
整える技術

酸素吸入療法 1 29 61.70 1.793 1.127 18 38.3 

72 気道内加湿法 1 19 40.43 1.789 1.015 28 59.6 

73 体温調整 1 40 85.11 1.475 0.871 7 14.9 

74 吸引（口腔，鼻腔） 1 7 14.89 1.714 0.675 40 85.1 

75 吸引（気管内） 2 6 12.77 1.5 0.537 41 87.2 

76 体位ドレナージ 2 14 29.79 2.071 1.095 33 70.2 

77 酸素ボンベの操作 2 12 25.53 2.333 1.210 35 74.5 

78 低圧胸腔内持続吸引中の患者のケア 2 3 6.38 1 0.247 44 93.6 

79 人工呼吸器装着中の患者のケア 2 6 12.77 2 0.793 41 87.2 

80 人工呼吸器の操作 3 3 6.38 1.667 0.477 44 93.6 

81 低圧胸腔内持続吸引器の操作 3 2 4.26 1 0.204 45 95.7 
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も限られていたことが推察される。これらの技術を安

全に実施するには，根拠に基づいた知識と繰り返し訓

練された技術が必要であり，また技術実施中に起こり

得る患者個々の状況に合わせた対応も求められ，学生

の自信のなさから見学に回っていたことも考えられ

る。

看護基礎教育卒業時の看護技術の到達目標と到達

度に関して，看護教育者と看護実践者の双方での合意

率を調査した報告４）によると，救命救急・与薬・吸引

の技術実施については，学内演習で実施できるという

到達度に対し９割近くの合意率が得られている。診療

に伴う高度な看護技術は，知識として理解する必要は

あり，必ずしも実施できるところまで至らなくてよい

点で合意されており，学内演習においてより一層臨場

感を感じられる体験を積み重ね，臨床の場でさらに理

解を深められるような教育指導の体制が望まれる。

看護技術の経験状況と看護技術実施の水準を参照

すると，水準１で80％以上の学生が臨地実習で実施

経験のなかった項目は，口腔・鼻腔吸引であり，身

体への侵襲が大きいことから看護師の行為を見学し

たことや受け持ち患者の状況によって経験する機会

が少なかったことが考えられた。口腔，鼻腔吸引は，

臨床での看護実践において実施頻度も高く，呼吸・循

環を整える技術としても重要な技術である。学内実習

において，モデル人形を用いた臨場感あふれる患者

の立場に立った技術実施の体験ができるような教育

工夫がさらに求められる。水準１の全46項目のうち，

他に経験者の割合が低かった項目で，採尿，排尿困難

時の援助があり，これらの項目についても技術実施の

機会に遭遇することが稀であること，学生が排尿困難

の状況をタイミングよくとらえることが難しく実施

する機会が少なかったことも考えられた。80％以上の

学生が臨地実習で実施経験のなかった項目は，水準２

と３が大半を占めていた。水準２は教員や看護師の指

導・監督のもとで学生が実施できる項目と位置付けら

れているが，これらの項目は生体への侵襲度が高く，

輸液ポンプや低圧胸腔内持続吸引など医療機器の取

扱いなど高度な知識が求められる技術であったこと

が言える。

入浴や沐浴，部分浴陰部ケアなどの看護技術に対し

て緊張度が高い理由として，身体への侵襲が大きく直

接的な関わりであることが考えられた。学内演習で

は，身体への侵襲が大きいこれらの看護技術習得のた

めにモデル人形に対し看護教員の指導の下で実施し

ている。しかし，臨地実習では実施する度に患者の状

況は変化しており，学生にとってその状況に微調整し

ながら対応していくことの困難が想定される。学生は

経験不足や技術の未熟さを感じ，自ら実施しなけれ

ばならない焦りなどから緊張を強く感じたと推察さ

れる。また，相手に不安や痛みを与え，失敗して大

きな侵襲を及ぼすのではないかと不安を抱くことや，

入浴や陰部の清潔保持のためケアは，患者にとって羞

恥心を伴い，羞恥心を感じさせない技術実施のため

の配慮にも緊張度が高まっていることも考えられる。

実習施設によっては，実習指導者が日替わりの時もあ

り，学生とペアになって技術を実施する際に初めての

実習指導者に対して緊張していることも考えられる。

入浴や沐浴，部分浴陰部ケアなどの看護技術に対して

緊張度が高い理由として，これらの要因が重複してい

ることが示唆された。

一方では，安静や環境調整などの看護技術に対する

緊張度が低い理由として，身体に間接的な関わりであ

ることが考えられた。患者の置かれた環境や体位を安

静に整えることは，患者の状況やニーズを把握した上

での実施が重要である。学生が行う観察や状況把握は

教員や実習指導者の指導を受けることで，妥当性が確

保されており，比較的取り組みやすい技術であるた

め，緊張度も低くなったことが考えられる。しかし，

緊張度が低いという結果は，気が緩み注意深く技術実

施されていない側面も考えられ，事故の発生につな

がる可能性も考えられる。どのような技術実施の際

にも，患者の状況を深くさまざまな側面から解釈し，

その解釈結果に対応した技術が実施できる能力を身

に付けることが，看護基礎教育の課題である。

看護技術実施に対する緊張度を和らげるためには，

看護行為が及ぼす相手への影響と安全な技術を知識

として理解し，演習時や実施前のシュミレーションを

繰り返すことによって身体に技術を習得することが

重要である。身体への侵襲が低い看護技術に対して

は，学生同士で模擬患者役と看護師役を配置し，技術

実施を繰り返し行い，これにより患者側，看護師側の

感覚を体験でき，安全で確実な技術実施のための創意

工夫につながる。また，技術実施時に看護学生が感じ

たことをフィードバックすることで，さまざまな方向

から看護行為が及ぼす相手への影響と安全な技術に

ついて省みる機会ともなり，どこで緊張するのか，何
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に対して緊張するのか，どう対応すれば緊張が和らぐ

のか模索できると考えられる。学生が実施する看護技

術において，緊張度が高い技術実施の際には少しでも

緊張を和らげる指導体制と，効果的な実施後のフィー

ドバックについて検討する必要性が示唆された。

Ⅴ．結　　　　　論

臨地実習において看護学生が実際に経験した看護

技術について，実施に伴う緊張の程度を明らかにし，

効果的な教育指導について検討した。実際に80％以

上の学生が経験した看護技術は81項目中36項目あり，

実施に当たって高い緊張を伴う看護技術は患者の身

体に直接侵襲を与える可能性のある技術であった。一

方，緊張度の低い技術は間接的に関わる技術であっ

た。このことから看護技術の指導の際には，看護技術

の種類によっては学生の緊張緩和など，心理的側面に

ついても考慮することで，指導効果を上げることがつ

ながる可能性が示唆された。
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医用Ｘ線撮影装置近傍の電磁界強度測定

出路静彦１）・青木翔平１）・太田一輝１）・宇田達彦２）

１）岐阜医療科学大学　２）核融合科学研究所 

（2012年1月16日受理）

Electromagnetic field measurement of medical X-ray system in near field
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要　　　　　旨

医用 X 線撮影装置（UD150L-30E，島津）近傍の電磁界強度を測定した。磁界強度が最大値を示したのは，高電

圧発生装置であった。装置からの距離０㎝において平均値74.7±4.6μT を示し，最大値は79.8μT であった。最大

値79.9μT は，バックグラウンド（BG）値0.02μT の約4,000倍に相当した。電界強度が最大値を示したのは，X 線

管であった。距離０㎝において平均値145.7±33.3V/m を示し，最大値193.0V/m は BG 値2.2V/m の約90倍に相当した。

装置から40㎝の距離においては，磁界強度も電界強度もともに急激に減少する傾向を示した。装置近傍の電磁界

が最大となる装置は磁界強度と電界強度とで乖離していたが，X 線管は磁界強度及び電界強度のどちらも高い値を

示した。磁界強度の主要周波数成分は，商用周波数の60Hz であった。電界強度の主要周波数成分は X 線管で60Hz

であったが，他の装置では416Hz から15,107Hz の高い周波数であった。

Keywords: 医用 X 線撮影装置　　電磁界　　非電離放射線　　電磁両立性

１．は　じ　め　に

医用電気機器から漏洩する電磁波と他の電子機器

との電磁両立性については，JIS T 0601-1-2１）に規定さ

れている。そこでは，無線周波エミッションについて

限度値以下であるように規定されている。医用機器製

造業者は，医用電気機器がこの規定限度値以下の放射

エミッション強度であることを確認している。放射線

診療を目的とした医用 X 線撮影装置から漏洩する無

線周波エミッションについても同様である。しかしな

がら，医用電気機器と他の電子機器との電磁両立性

を規定する JIS T 0601-1-2は，低周波電磁界エミッショ

ンについては規定していない。臨床の現場では，患者

や放射線診療従事者は放射線診療中，装置からの電磁

界に曝されており，埋込み型心臓ペースメーカー等の

他の電子機器への影響２）に加えて人体への影響も懸念

される。低周波領域の電磁界に曝露された人体の防護

に関しては，国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）

からガイドライン３）が示されている。医用 X 線撮影装

置の電磁界が電子機器や人への健康に及ぼす影響を

評価するためには，装置近傍の電磁界強度を明らか

にする必要がある。これまでに病院内の X 線検査室，

MRI 室等の検査室内の電磁環境を測定した例４）はある

が，装置近傍の電磁界強度の詳細については不明であ

る。

本研究の目的は，医用 X 線撮影装置近傍の電磁界

強度を明らかにすることである。
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２．材料及び方法

表１は磁界及び電界強度測定器の仕様を示して

いる。携帯型磁界強度測定器である EMDEX Ⅱ

（ENERTECH）及び磁界強度と電界強度の測定がで

きる EFA-3（Wandel & Goltermann）のどちらも３軸等

方性の測定が可能であり，EMDEX Ⅱの周波数範囲

は40Hz-800Hz，測定範囲は10nT-0.3mT，測定精度は

±３％であった。EFA-3の磁界プローブは測定範囲が

10nT-10mT，測定精度が±５％であり，電界プローブ

は測定範囲が0.5V/m-100kV/m であった。周波数範囲

は磁界及び電界プローブともに５Hz-30kHz であった。

医用 X 線撮影装置（UD150L-30E，島津）は，X 線

管，高電圧発生装置，撮影寝台及び X 線制御装置か

ら成る。これら構成装置ごとに EMDEX Ⅱを用いて

装置周囲をサーベイすることによって，最初に最大値

を示す箇所を探した。探し出した箇所において装置に

接触する点を０㎝として，距離１m まで20㎝間隔に

EMDEX Ⅱを用いて磁界強度を測定した。電界強度は，

磁界強度を測定した同じ点を EFA-3及び外付けプロー

ブ（E-Field Sensor for EFA-3，Wandel & Goltermann）

を用いて測定した。X 線管においては，胸部撮影条件

128kV，200mA，32msec にて X 線照射時の磁界及び電

界強度値を測定した。撮影寝台においては，寝台昇降

時の値を測定した。各測定点の磁界及び電界強度は，

測定平均値からバックグラウンド（BG）の平均値を

減算した値とした。BG は，X 線撮影装置の電源は入

れず設置室内の照明のみ点灯させた状態での電磁界

強度とした。EFA-3は複数周波数混在波のうちの最大

成分の周波数値を出力するため，電磁界強度とともに

周波数値の測定も行った。

３．結果及び考察

表２は，磁界強度測定器 EMDEX Ⅱを用いて各構

成装置をサーベイし，各装置が最大値を示した箇所

を示している。X 線管は，管球陽極部が最も磁界強度

が高かった。X 線管球陽極部は，高電圧が印加され

た X 線ターゲットが高速に回転するために磁界強度

が高いのではないかと思われる。高電圧発生装置は，

冷却ファン部が高かった。冷却ファン部は，冷却ファ

ンを回転させるモータの駆動による電磁界の発生及

び高電圧発生装置内の冷却のための空気排出用筐体

開口部からの内部電磁界漏洩によるものと思われる。

撮影寝台は，昇降モータ部が高かった。X 線制御装置

においては，裏面の電源コード挿入部で高かった。

図１は，装置からの距離と磁界強度との関係を示し

ている。各構成装置の中で磁界強度が最大を示した

のは高電圧発生装置であった。距離０㎝において磁

界強度74.7±4.6μT を示し，最大値は79.8μT であっ

た。最大値79.8μT は，BG 値0.02μT の約4,000倍に

相当する高い値であった。次に高かった X 線管は，

０㎝において高電圧発生装置の約1/4の21.6±1.5μT

であった。撮影寝台及び X 線制御装置は，0.85±0.09

μT 及び0.12±0.01μT と低い値であった。高電圧発

生装置の磁界強度は，距離20㎝においては０㎝での強

度の約1/60に相当する1.29μT となり急激に減衰した。

20㎝以上の距離では緩やかに減衰する傾向を示し，距

離100㎝においては BG 値0.02μT とほぼ同程度の0.04

μT に減衰した。このような磁界強度の減衰傾向は他

の装置においても同様であった。

表１　磁界及び電界強度測定器の仕様

表２　各構成装置で最も磁界強度が高かった箇所

図１　装置からの距離と磁界強度との関係
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図２は，装置からの距離と電界強度との関係を示

している。電界強度が最大を示したのは X 線管であっ

た。距離０㎝において平均値145.7±33.3V/m を示し，

最大値は193.0V/m であった。最大値193.0V/m は，BG

値2.2V/m の約90倍に相当する高い値であった。他の

装置から漏洩する電界強度は，装置に接する０㎝にお

いても BG 値とほぼ同程度の1.6V/m から2.9V/m の間

であった。X 線管の電界強度は，距離40㎝で０㎝での

強度の約1/40 の3.8V/m に急激に減衰した。40㎝以上の

距離では緩やかに減衰する傾向を示した。このよう

な電界強度の減衰傾向は他の装置においても同様で

あった。磁界強度と電界強度とでは最大値を示した装

置は異なっていたが，X 線管はどちらも高い値を示し

た。磁界及び電界強度は距離40㎝以下で高い値を示し

た。電子機器及び人体影響を評価するためには，電磁

界強度が高い40㎝以下の測定を今後詳細に行う必要

があると思われる。

表３は，磁界及び電界強度の周波数を示している。

磁界強度の周波数は，高電圧発生装置を除く他の装置

では商用周波数の60Hz であった。高電圧発生装置の

周波数は装置からの距離によって変動したが，ほぼ商

用周波数の63Hz から180Hz の間であった。高電圧発

生装置で高い周波数であったのは，冷却ファンからの

漏洩磁界によるものと考えられる。各装置が発する電

磁波の磁界強度の主たる周波数成分は，60Hz であるこ

とが明らかになった。電界強度の周波数は X 線管に

おける距離20㎝までが商用周波数の60Hz であったの

に対して，他の距離及び他の装置においては416Hz か

ら15,107Hz までの高周波数に分布し，距離が離れる

に従い高周波数を示した。距離の増加に伴い周波数も

高周波になることは，伝搬能の低い低周波成分が距離

とともに減衰し，伝搬能の高い高周波成分が残存し

ているためではないかと考えられる。電界強度は，X

線管の近傍20㎝までは商用周波数成分が主体であり，

それ以外の距離及び装置においては，高周波成分が主

体の電界であることが明らかになった。

４．結　　　　　論

医用 X 線撮影装置近傍の磁界強度は，高電圧発

生装置で最も高く最大値79.8μT を示した。最大値

79.8μT は，BG 値の約4,000倍に相当した。電界強度

が最大値を示したのは，X 線管であった。最大値は

193.0V/m を示し，BG 値の約90倍に相当した。磁界強

度は距離20㎝までで急激に減衰する傾向を示し，電

界強度は距離40㎝までに大きく減衰する傾向を示し

た。装置近傍の電磁界が最大となる装置は磁界強度

と電界強度とで乖離していたが，X 線管はどちらも高

い値を示した。磁界強度の主要周波数成分は，商用

周波数の60Hz であった。電界強度の主要周波数成分

は X 線管で60Hz であったが，他の装置は416Hz から

15,107Hz までの高周波数成分であった。磁界強度と

電界強度とでは，周波数が異なっていた。

５．参　考　文　献

１）日本規格協会：JIS ハンドブック39放射線（能），財団法人
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２）電波の医療機器等への影響に関する調査研究会：電波の医
療機器等への影響に関する調査研究報告書，総務省，2008.

３）ICNIRP（2010）Guidelines for Limiting Exposure to Time-

Varying Electric and Magnetic Fields （１Hz- 100 kHz）．Health 

Physics 99（６）:818-836.

４）飯島澄夫，古澤洋子，山﨑洋子他：環境測定実習結果か
らみた病院環境の評価，Yamanashi Nursing Journal Vol.7 

No.1,pp.45-52，2008.表３　磁界及び電界強度の周波数

図２　装置からの距離と電界強度との関係
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走行サーベイによる岐阜県内の線量率測定
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Dose rate measurement in Gifu Prefecture by car-borne survey
 

Koji YAMAUCHI　Shigeto GOTO　Yuiko MIWA　Naruomi YASUDA

School of Health Sciences， Gifu University of Medical Science

要　　　　　旨

放射線測定器（NaI（Tl）ガンマ線スペクトロメータ）を搭載した車で，岐阜県内の東海環状自動車道及び中央自

動車道を走行することによって，線量率を測定した。車の遮へい効果及びトンネルの影響を考慮し，空気カーマ率

の平均値として55±4 nGy/h を得た。過去の調査例と比較したこところ，東京電力福島第一原子力発電所の事故の

影響は確認できなかった。測定されたガンマ線スペクトルからも人工放射性核種の有意なピークは確認できなかっ

た。

Keywords: 走行サーベイ　　空気カーマ率　　NaI（Tl）シンチレータ　　ガンマ線スペクトル

１. は　じ　め　に

2011年3月11日に東北地方太平洋沖地震が発生し，

この地震が引き起こした津波が東京電力の福島第一

原子力発電所を襲った。原子炉は冷却機能を喪失 ,
131

I

や137
Cs 等の人工放射性核種を環境中に放出し，大規

模かつ長期にわたる原子力事故となった。この事故以

来，周辺住民に対する事故の影響を回避するための避

難区域等が政府により設定されており1，2），放出された

放射性核種による居住環境に対する影響の評価もな

されている3）。

今回我々は，岐阜県内にて福島第一原子力発電所の

事故の影響を確認するため，NaI（Tl）ガンマ線スペク

トロメータを用いて東海環状自動車道及び中央自動

車道を走行サーベイしたので報告する。

２. 測定装置と方法

２. １ 測定装置

ガンマ線の測定には直径3インチ×長さ3インチの

円筒型 NaI（Tl）シンチレータを検出器とする EMF211

型ガンマ線スペクトロメータ（EMF ジャパン株式会

社製）を用いた。測定装置は，検出器のほかに制御，

データ保存並びに電源として用いるパーソナルコン

ピュータから構成される。この測定装置は137
Cs を用

いた線量当量率校正試験を受けており，空気カーマ率

を測定することができる。ガンマ線の測定エネルギー

範囲は30 keV から3 MeV であった。

２. ２ 測定方法

測定手法は，放射線測定器を搭載した乗用車で走行

しながら測定する方法（car-borne survey，以下，走行
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サーベイとする）である。走行サーベイは簡易かつ一

般的な方法として知られている。

測定ルートは岐阜県美濃地方のほぼ中央に位置す

る岐阜医療科学大学（以下，本学とする）から，より

福島県に近い岐阜県の東端までとし，2011年8月26日

に測定を実施した。測定ルートを図1に示す。本学か

ら出発，東海環状自動車道を富加関インターチェン

ジから土岐南多治見インターチェンジまで走行し，土

岐市内の一般道を経て，中央自動車道を土岐インター

チェンジから長野県の園原インターチェンジまで走

行した。

測定は自動繰り返しで行った。1回の測定時間は1分

である。走行速度は，東海環状自動車道で70 km/h，

中央自動車道で80 km/h，一般道では交通の流れに乗っ

た速度とした。したがって，一つの測定値は最大1.3 

km の走行距離についての平均値となる。測定ごとに

地図上にデータファイル名と周囲の状況を記録して

いった。総走行距離は108 km，測定回数は98回，平

均的な全計数率はおよそ2×104
 cpm であった。

途中10分から15分毎にパーキングエリア等で停車

し，スペクトル中の自然放射性核種である40
K のピー

クを確認し，シフトしていた場合は測定器を調節し

た。停車箇所は図1の丸印の点で本学，美濃加茂サー

ビスエリア，五斗蒔パーキングエリア，土岐市内の民

家，屏風山パーキングエリア，恵那峡サービスエリ

ア，神坂パーキングエリア及び園原インターチェン

ジの計8か所である。この際，車内の搭載場所及び車

外における地表から1 m の高さの場所でも測定を行っ

た。これは，車内では車体により放射線が遮へいさ

れるため，その遮へい効果の補正を行うためである。

今回，車体による遮へい効果の補正係数として1.2を

得た。補正係数の不確かさは10％以下である。

３. 結果及び考察

今回測定したのは車内における線量率であるが，車

体による遮へい効果の補正を行うことで地表1 m の高

さでの空気カーマ率を求めた。走行サーベイの出発地

点である本学からの走行距離測定に対する空気カー

マ率を図2に示す。

３. １ トンネルの影響

図2おいて70 nGy/h 以上の高い線量率を示している

のは全てトンネル内であった。測定ルート周囲の状況

は，平地，崖，河川，高架，トンネルとさまざまであっ

たが，図2からわかるように，トンネル以外について

は平均化されていた。トンネルについても，東海環状

自動車道においては長くても1.5 km であるため一つの

測定値がすべてトンネル内のものとはならない場合

が多く，トンネル内外の線量率が平均化されている。

測定時間である1分間のすべてがトンネル内である13

点と，1分間のすべてがトンネル外である78点につい

てまとめたのが表1である。トンネル内の線量率はト

ンネル外の線量率のおよそ2倍程度となっている。今

回測定したガンマ線は大部分が大地に含まれる自然

放射性核種によるものである。トンネル外の平地にお

いて大地は下方の立体角2π方向にしかないが，トン

ネル内においては上部及び側方も含めた立体角4π方

向が大地と考えられるので当然の結果である。

３. ２ 福島第一原子力発電所の事故前後についての比較

トンネル外の線量率は下ら4）によって事故発生以前

に測定された結果（およそ53 nGy/h）とよい一致を示

しており，東に行くにつれて徐々に線量率が増加する

傾向もよく一致している。そのため，今回の測定ルー

ト上では事故の影響は確認できなかった。また，事故

発生後の10月に測定された航空機モニタリングマッ

プ5）において，本測定ルート上の値は今回の結果の値

よりやや高めの0.1 µSv/h 以下もしくは0.2 µSv/h 以下

となっているが，これは測定方法と測定量の違いによ

るものである。

３. ３ 地質の影響

恵那山トンネル内において，岐阜県から長野県に入

ると線量率が大きく減少した。それぞれの線量率を表

2に示す。文献6）によれば岐阜県側が非アルカリ珪長質図1　測定ルート（太線）
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火山岩類，長野県側が堆積岩類を挟んで珪長質深成岩

類となっている。非アルカリ珪長質火山岩類は堆積岩

類に比べて多くの自然放射線核種（K，U，Th）を含

む7）ため，これによって線量率の違いが表れたと考え

られる。

３. ４ 降雨の影響

恵那峡サービスエリアを通過後10分程度の降雨が

あった（図2参照）。降雨時及び降雨後は上空にあるラ

ドン娘核種が地上に運ばれてくるためガンマ線レベ

ルが上がると考えられる。しかし降雨前後の線量率の

結果から，今回の降雨は短時間かつ少量であり，影響

は少なかったと考えられる。

３. ５ ガンマ線スペクトル

今回測定したガンマ線スペクトルをすべて足し合

わせたものを図3に示す。確認できるガンマ線ピーク

はトリウム系列核種（208
Tl，212

Pb，228
Ac），ウラン系列核

種（214
Pb，214

Bi）及び40
K の自然放射性核種によるもの

であった。137
Cs 等の人工放射性核種については有意な

ピークは確認できなかった。

４. ま と め

本研究では，岐阜県内の東海環状自動車道及び中央

自動車道を走行サーベイし，線量率を測定した。福島

第一原子力発電所の事故の前後で線量率に変化が見

られず，ガンマ線スペクトルにおいても人工放射性核

種の有意なピークが認められず，事故の影響は確認で

きなかった。
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本研究は学内特別研究「空間線量率と環境放射能の
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に感謝します。

図2　空気カーマ率分布 図3　ガンマ線スペクトル

表1　トンネル内外の線量率の比較

線量率（nGy/h）

測定点 トンネル内（13） トンネル外（78）

平均値 114 55

標準偏差 32 4

最大値 159 65

最小値 71 47

表2　恵那山トンネル内の線量率の比較

線量率（nGy/h）

測定点 岐阜県側（3） 長野県側（3）

平均値 158 72

標準偏差 1 1

最大値 159 74

最小値 158 71
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編：守本とも子，星野政明 生活支援技術・介護過程 黎明書房 219・159-168 2010.6

編：守本とも子，星野政明 介護の基本・コミュニケーション
技術

黎明書房 202 2010.9

日野原重明，守本とも子，他 医療福祉学の道標 金芳堂 2 0 0 ・ 2 3 - 2 6 ，
163-165，170-
172，184-185

2011.1

編：オーム社
執：山本哲也，他

診療放射線技師国家試験　完全対
策問題集 2011 年版

オーム社 818・210-223，
579-594

2010.5

監：安藤邑惠，編：小木曽加奈子，
今井七重，中山かおり，渡邊美幸，
他 13 名

国家試験問題集：看護師必修問題
攻略ブック

成美堂出版 350・別冊○×
1200 直 前 対 策
ミニミニブック
1-57

2010.7

2 ）学術論文（本学教員太字）
著 者 名 題 名 掲載誌名 巻（号）・頁 発行年月

阿部順子 高次脳機能障害の社会リハビリ
テーション

リハビリテーション連携
科学

11（1）・2-10 2010.6

阿部順子 リハビリテーションと臨床心理　
高次脳機能障害

総合リハビリテーション 38（8）・723 -
728

2010.8

阿部順子 高次脳機能障害の障害認識とその
変容過程－当事者の語りから

総合リハビリテーション 39（3）・273 -
281

2011.3

小木曽加奈子，安藤邑惠，平澤泰子，
阿部隆春

介護老人保健施設における認知症
ケアに関する職場教育の課題につ
いて

岐阜医療科学大学紀要 （4）・27-32 2011.3

安藤邑惠，小木曽加奈子 ICF の視点に基づく高齢者ケアプ
ロセスの実践

福祉図書文献研究 （9）・139-142 2010.11



iii

著 者 名 題 名 掲載誌名 巻（号）・頁 発行年月

小木曽加奈子，安藤邑惠，阿部隆春，
平澤泰子，田久浩志，河口尚子

A Correlation of  Job Satisfaction 
and Sense of Substantiality Care 
Provided at the Nursing Home:-
Recognition amang Nurses and 
Care Workers-（介護老人保健施
設における職務満足度とケア充実
感の関係 - 看護職と介護職 -）

教育医学 55（4）・350 -
355

2010.6

祢宜佐総美，小木曽加奈子 介護福祉実習におけるリスクマネ
ジメント－転倒・転落予防への学
生の意識－

名古屋柳城短期大学紀要 32・151-156 2010.12

小木曽加奈子，阿部隆春，平澤泰子，
他

国際生活機能分類に基づく第 1 レ
ベルの分類による高齢者ケア実践

教育医学 56（3）・283 -
291

2011.3

小木曽加奈子，今井七重，佐藤八千
子

看護学生の高齢者に対する世代間
交流の認識の違い

保育と保健 17（1） 2011.1

長屋江見，武井泰，奥百合子 看護学生における胸骨圧迫技術の
検討

医学と生物学 154（12）・633-
637

2010.12

奥百合子 看護学生の臨地実習におけるスト
レスと睡眠時間との関連

岐阜医療科学大学紀要 （5）・65-69 2011.3

長岡芳，鍵小野美和，藤田紀乃，和
田昭彦，松井寛，大橋儒郁，飯田忠
行

BMI と皮下・内臓脂肪肥満によ
るメタボリックシンドロームの関
連

人間ドック 25（3）・486 -
493

2010.9

S . M A T S U O ， H . F U J I T A ，
J.MORISHITA，and T.KATAFUCHI

In troduc ing a  nove l  image 
quality measure for digital phase-
contrast - image eva luat ion，
Digital Mammography，

S p r i n g e r  L e c t u r e s 
No t e s  i n  C ompu t e r 
Science （LNCS） series: 
Springer，

LNCS 6136・ 
137-144  

2010.9

H . F U J I T A ， J . Y O U ， Q . L I ，
H . A R I M U R A ， R . T A N A K A ，
S.SANADA，N.NIKI，G.LEE，
T . H A R A ， D . F U K U O K A ，
C.MURAMATSU，T.KATAFUCHI，
G.IINUMA，M.MIYAKE，Y.ARAI，
and N.MORIYAMA

State-of-the-art of computer-aided 
detection/diagnosis （CAD）

Med i c a l  B i ome t r i c s 
（Proceedings of Second 
International Conference 
on Medical Biometrics 
2010，ICMB2010），Eds. 
by D.Zhang and M.Sonka

LNCS 6165・ 
296-305

2010.9

T . H A R A ， T . K A T A F U C H I ，
T.KOBAYASHI，X.ZHOU，S.ITOH，
and H.FUJITA

 Automated analysis of standard 
uptake value for torso FDG-PET 
images

Proc. of 2010 
International 
Conference on Future 
Computer，Control and 
Communication （FCCC 
2010） - International 
Forum on Computer 
Science-Technology and 
Applications （IFCSTA 
2010）

 2・277 - 279 2010.11

浅井智也，鈴木祈史，原　武史，小
林龍徳，周　向栄，伊藤　哲，片渕
哲朗，藤田広志

体幹部 FDG-PET 画像における異
常集積領域の検出法の開発と経時
変化の解析，

電子情報通信学会技術報
告，

1 1 0 （ 1 2 1 ）・ 
MI2010-46，51-
56，

2010.5

小林龍徳，若原彩加，原　武史，片
渕哲朗，周　向栄，藤田広志

ステレオ撮像法を用いたシンチグ
ラフィにおける集積位置の深さ計
測，

電子情報通信学会技術報
告，

1 1 0 （ 2 8 0 ）・ 
MI2010-78，67-
70，

2010.5

片渕哲朗 A s tudy  on  image - qua l i t y 
assessment method for digital 
phase contrast imaging based on 
two-dimensional power spectral 
analysis

Medical physics 投稿中 　

加藤太喜子，玉井真理子 遺伝子医療に際して配慮すべき倫
理的問題

日本臨牀 68（増刊号 8）・
595-600

2010.8
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著 者 名 題 名 掲載誌名 巻（号）・頁 発行年月

小野桂子，城憲秀，吉英世，唐沢　
泉，兵頭博行，日置久視，井上正人，
井奈波良一

病院看護師のタイプA行動とバー
ンアウトとの関連性について

日本職業・災害医学会会
誌

59（1）・1-7 2011.1.1

吉川一枝 慢性疾患をもつ子どもへの学級担
任の関わり

教育と医学 58（6）・556 -
564

2010.6

遠藤登喜子，大岩幹直，篠原範充，
他

デジタルマンモグラフィ・モニタ
診断の正しい使い方

臨床画像 26（7）・784 -
793

2010.7

篠原範充 デジタルマンモグラフィの最新動
向

インナービジョン 25（8）・5-6 2010.8

篠原範充 教育講座　国際学会で発表しよう 日本放射線技術学会雑誌 66（9）・1237-
1243

2010.9

篠原範充 教育講座　国際学会で発表しよう 日本放射線技術学会雑誌 66（10）・1343-
1356

2010.10

篠原範充 教育講座　国際学会で発表しよう 日本放射線技術学会雑誌 67（1）・98-116 2011.1

篠原範充 デジタルマンモグラフィ診断に必
要な知識と今後の課題

映像情報　MEDICAL 43（3）・190 -
194

2011.3

篠原範充 デジタルマンモグラフィのための
画像処理技術の課題

日本放射線技術学会　撮
影分科会誌

印刷中 2011.3

野中浩幸，島村沙也加 「精神科臨地実習における偏見に
対するイメージの変化」

医学と生物学 vol．154（5月号）
253-257.

2010.5

Nanae SHINTANI，Hiroyasu 
NAGAOKA，Kazuko HORIGUCHI，
Tomoko MORIMOTO

D i s c u s s i o n  o f  e m e r g e n c y 
notification device for elderly 
people

Ergonomics for Al l，
Celebrat ing The 9th 
Pan-Pacific Conference 
on Ergonomics 20 years 
of excellence

495-501 2011

Tomoko  MORIMOTO，Shoko 
K A M I M O T O N O ， N a n a e 
SHINTANI

A questionnaire to determine 
Nursing and Child care students` 
Unde r s t and i ng  o f  we l f a r e 
equipment

Ergonomics for Al l，
Celebrat ing The 9th 
Pan-Pacific Conference 
on Ergonomics 20 years 
of excellence

529-532 2011

Tomoko MORIMOTO，Nanae 
SHINTANI

EFFECTS OF A STUFFED 
ANIMAL DESIGNED FOR 
NURSING CARE

6 t h  I n t e r n a t i o n a l 
Conference of Health 
Behavioral Science

　 　

杉浦 明弘，堀井亜希子，石川陽子，
石川晃則，安田成臣，藤田尚利，渡
辺洋平，吉田貴博，髙田宗樹

医療画像表示のための携帯情報端
末の液晶モニタの物理特性の評価

モバイル学会誌 1（1）・75-81 2011.1

杉浦明弘，横山清子，高田宗樹，安
田成臣，堀井亜希子，木田浩介

サロゲート法を用いたディジタル
X 線画像の非線形性の検証

生体医工学 49（3）・490 -
500

2011

安田成臣，堀井亜希子，杉浦明弘 画像処理アルゴリズムの評価に用
いる数学ファントムの作成

岐阜医療科学大学紀要 （5）・65-71 2011.3

G e n e  KUROSAWA，Mar i k o 
S U M I T O M O ， Y o s h i n o r i 
UKAI，Juvy SUBERE，Chiho 
M U R A M A T S U ， A k i h i k o 
TAKASAKI，Keiko  EGUCHI，
M i h o  T A N A K A ， K a z u h i r o 
SUZUKI，Miwa MORITA，Noriko 
SATO，Mototaka SUGIURA，
Atsushi SUGIOKA，Yoshikazu 
KUROSAWA

Selection and analysis of anti-
cancer antibodies for cancer 
therapy obtained from antibody 
phage library.

Cancer Science 102（1）・175-
181

2011.3

Y a s u s h i  T A K E I ， N a o m i c h i 
Y A M A M O T O ， K u m i 
YOKOYAMA，Makoto NAGAI， 
Hideki KATANO，Mami TSUKIJI

Time-Course Changes in Body 
Temperatures of Rodents under 
Pentobarbital Sodium 

Medicine and biology 154（8）・ 353-
358

2010

Makoto NAGAI， Yasushi TAKEI Effect of the lime extracts on the 
Pharmacokinetics of primidon

Medicine and biology 154（11）・ 528-
532

2010
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著 者 名 題 名 掲載誌名 巻（号）・頁 発行年月

Y a s u s h i  T A K E I ， K u m i 
YOKOYAMA，Hideki KATANO，
Mami TSUKIJI，Takayuki EZAKI

Mo lecu lar  Ep idemio l og i ca l 
Analysis of Methicillin-Resistant 
Staphylococci in a Neonatal 
Intensive Care Unit

Biocontrol Science 15（4）・129 -
138

2010

K TANAKA，etal Mobility of an Elastic Glove for 
Extravehicular Activity Without 
Prebreathing.

Aviat Space Env Med 　 in press

只野憲二 アモルファスポリアミド
（6I/6T）ブレンドの誘電的性質
（Ⅲ）ナイロン 11 とビス（3- メチ
ル -4- アミノシクロヘキシル）メ
タン / イソフタル酸ポリアミド
の共重合体（TR55）およびビス

（4- アミノシクロヘキシル）メタ
ン / テトラデカン二酸ポリアミド

（CX7323）とのブレンド

岐阜医療科学大学紀要 （5）・73-82 2011.3

Yasushi TAKEI，Makoto NAGAI，
N a o m i c h i  Y A M A M O T O ，
K u m i  Y O K O Y A M A ， 
Mami TSUKIJI ，Seiki TAZUME

Time-Course Changes in Body 
Tempe r a t u r e s  o f  Roden t s 
under Pentobarbital Sodium 　 
Anesthetic

Medicine and Biology 154 （8）・1-6 2010

Makoto NAGAI Effect of the Furanocoumarin 
derivatives of grape extracts on 
CYP3A activity 

Medicine and Biology 154（11）・533-
537 

2010

Makoto NAGAI，Yasushi TAKEI Effect of the lime extracts on the 
Phamacokinetics of primidon 

Medicine and Biology 154（11）・528-
532

2010

Makoto NAGAI，Watanabe Yukie，
kouichi Okamoto

Allele and genotype frequencies 
of CYP3A5 in the young stage of 
Japanese Population 

Medicine and Biology 155（3）・48-53 2011

永井慎，前田悟司 海藻成分が CYP3A 酵素の活性阻
害に与える影響

医学と生物学 154（5）・235-
239

2010.5

K o j i  N A K A M U R A ， M a s a r u 
SOGAMI，Seiichi ERA，Shigeru 
M A T S U S H I M A ， Y a s u t o m i 
KINOSADA

Comparative 1H-NMR studies of 
saturation transfer in copolymer 
gels and mouse lenses

NMR in Biomedicine Vol.23・584-591 2010

Tomoka NOGUCHI The Ef fect  o f  Synchronous 
C o m p u t e r - M e d i a t e d 
Communication on Language 
Learning: The Case of English 
Learners in Japan

Proceedings of the 15th 
International Conference 
of Pan-Pacific Association 
of Applied Linguistics

295-297. 2010.8

八田武俊 電子メディアが交渉に及ぼす影響
－対面交渉と電子メディア交渉の
比較－

岐阜医療科学大学紀要 （5）・35-40 2011.3

八田武志，八田武俊，戸田山和久，
唐沢穣

神経科学情報に関する誤信念の浸
透度とその修正可能性について

人間環境学研究 8（2）・ 155-161 2010.12

T.HATTA，A.IWAHARA，E.ITO，
T.HATTA 

The relation between cognitive 
function and UI （UI） in healthy，
community　-dwelling，middle-
aged and elderly people. 

Archives of Gerontology 
and Geriatrics

5 3（2）・220 -
224

2010.12

T.HATTA，M.HIGASHIKAWA，
T.HATTA 

Subjective age in a modern 
japanese young，middle-age，
and upper Middle-age Sample.  

Perceptual and Motor 
Skills

111（1）・ 285-
290.

2010.8

T a d a a k i  M A N O ， N a o k i 
NISHIMURA，Satoshi IWASE

Sympathetic neural influence on 
bone metabolism in microgravity 

（review）

A c t a  P h y s i o l o g i c a 
Hungarica

97（4）・354-61 2010.12



岐阜医療科学大学紀要　６号　2012

vi

著 者 名 題 名 掲載誌名 巻（号）・頁 発行年月

Kenji KAWAI，Tomoya HYASHI，
Yukie MATSUYAMA，Takeshi 
MINAMI， Seiichi ERA

Difference in Redox Status of 
Serum and Aqueous Humor 
in Senile Cataract Patients as 
Monitored via the Albumin Thiol-
Redox State

Japanese  Journa l  o f 
Ophthalmology

54・584-588 2010

鈴木祥史，須田健二，南武志，松山
幸枝，恵良聖一，副島昭典

糸球体疾患に続発する尿細管間質
障害と酸化型血漿 albumin の関係
- 種々の尿中パラメーターとの関
連 -

杏林医会誌 41（2，3）・19-
25

2010.9

Akiko HORII，Chihiro KATAOKA，
Daigo YOKOYAMA，Naotoshi 
FUJITA，Naruomi YASUDA，
A k i h i r o  S U G I U R A ， Y o s h i e 
KODERA 

Comparison of the detection rates 
in reduced image by difference of 
interpolation method

Proceed ings  o f  The 
International Society for 
Optical Engineering

7966・7966-50 2011.3

守本とも子 地域で生きるデンマークの高齢者
住居

大阪保険医雑誌
大阪府保険医協会

38（522） 2010.5

Tomoyuki MISHIMA，Takashi 
HAYAKAWA，Kenj i  OZEKI，
Yasuka ISA，Haruhito TSUGE

Increase of urine volume and 
kidney weight by ethyl-glucoside 
ingestion was normalized after 
discontinuation of its

岐阜医療科学大学紀要 5 号 2011.3

三嶋智之，伊佐保香，柘植治人 葉酸の多量摂取がもたらすビタミ
ン B12 欠乏への影響（トピックス）

ビタミン 84，325-327 2010.7

石黒源之，石黒まや，三嶋智之 オルメサルタンアンジオテンシン
Ⅱ受容体拮抗薬オルメサルタンの
Ⅰ〜Ⅱ度高血圧症患者における
降圧効果と早朝血圧，血中 BNP，
尿中微量アルブミンに対する効果

Therapeutic Research 31，369-373 2010

山本哲也，松浦康之，高田宗樹，岩
瀬　敏，菅屋潤壹

高齢者胃電図と心窩部温罨法の影
響

日本衛生学雑誌 66（1）・71-76 2011.1

松浦康之，山本哲也，高田真澄，塩
澤友規，高田宗樹

胃電図の衛生学への応用にむけて 日本衛生学雑誌 66（1）・54-63 2011.1

高田真澄，山本哲也，高田宗樹，横
山清子，宮尾　克，松浦康之

胃切除者の胃電図解析 日本衛生学雑誌 66（1）・64-69 2011.1

Tetsuya YAMAMOTO，Hiroki 
TAKADA，Satosh i　IWASE，
Junichi SUGENOY

Effects of graded gravitational 
loading on vestibulospinal and 
vestibulo-ocular  functions

自律神経 47（6）・485 -
491

2011.3

渡邊美幸，小木曽加奈子 看護学生が認識するｅラーニング
のメリットとデメリット

岐阜医療科学大学紀要 （5）・53-57 2011.3

3 ）口頭発表（本学教員太字）
発表者名 題 名 発表学会名，開催地 発表年月日

Yuka AOYAMA，Tadayoshi HATA，
Yasuhiro ITO，Hiroko NOMURA，Masao 
YAMASAKI

Inhalation of 1,8-Cineole Decreased 
the Heart Rate and Common Carotid 
Arterial Flow in the Rat

19th International Conference 
of the Cardiovascular System 
Dynamics Society，Fukuoka

2010.9

Mina TOMIYAMA，Katsumasa ISHIDA，
Nana SOUMA，Eman M. ABBAS，Mikio 
KATO，Nobuo KIDO，Tatsuo ATSUMI

Phenamil binding site of the Na+-
driven flagellar motor of alkalophilic 
Bacillus  strain RAB

BLAST 11th meeting， New 
Orleans，USA

2011.1

Mikio KATO，Walter MEISSL，Tatsuo 
ATSUMI，Masakazu FURUTA，Tokihiro 
IKEDA，Yasunori YAMASAKI，Kenji 
Umezawa

Real-time monitoring of Escherichia 
coli  cells irradiated using a 2 MeV 
proton beam

7 t h  A s i a n  B i p h y s i c a l 
Assoc i a t i on  Sympos ium，
Delhi，India

2011.1

曽我亜紀子，深川和利，稲葉健太郎，長野
友里，阿部順子

過度の正義感による行動障害へのアプ
ローチ－改善例のインタビューから振
り返る－

高次脳機能障害学会，さいたま
市

2010.11.18
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発表者名 題 名 発表学会名，開催地 発表年月日

瓜巣敦子 疾患をもつ高齢者のひとり暮らしを困
難にする要因の検討

第 6 回日本医療福祉情報行動科
学会，岐阜市民会館

2011.3.27

阿部隆春，小木曽加奈子，安藤邑惠，平澤
泰子

介護老人保健施設スタッフの転職意向
と職務満足との関連

老年社会科学会第 52 回大会，
愛知県

2010.6．

小木曽加奈子，安藤邑惠，阿部隆春，平澤
泰子

介護老人保健施設におけるケア充実感
とケア実践の関連性 - 看護職と介護職
の認識の違いに着目をして -

老年社会科学会第 52 回大会，
愛知県

2010.6．

小木曽加奈子，安藤邑惠，阿部隆春，平澤
泰子，山下科子

介護老人保健施設で支える高齢者ケア
の現状と課亜大認識－介護職の想いを
ことばに -

老年社会科学会第 52 回大会，
愛知県

2010.6．

山下科子，小木曽加奈子，安藤邑惠，阿部
隆春，平澤泰子

介護老人保健施設入所者とその家族と
の介護職の関わりについて－家族とと
もに支える介護－

老年社会科学会第 52 回大会，
愛知県

2010.6．

平澤泰子，小木曽加奈子，安藤邑惠，阿部
隆春

介護老人保健施設における転職意向の
低い介護職員とケア実践との関連 -ICF
の視点でのケア実践に着目をして -

老年社会科学会第 52 回大会，
愛知県

2010.6．

奥百合子，常田佳代，玉田  章，鈴木みず
え

臨地実習における看護学生のストレス
と食欲低下との関連

第 36 回日本看護研究学会学術
集会発表，岡山コンベンション
センター

2010.8

小林龍徳，原　武史，鈴木祈史，浅井智也，
片渕哲朗，伊藤　哲，周　向栄，藤田広志

体幹部 FDG-PET 画像における SUV 
の定量評価法の開発

　 　

檜山征也，川島正治，福山誠介，片渕哲朗 大 腸 領 域 に お け る 18F-FDG PET 
delayed 撮像前追加飲水の有用性

第 30 回日本核医学技術学会　
総会，埼玉

2010.11.12

三木一孝，吉田功，多湖博史，水野辰彦，
片渕哲朗

ペーパーファントムによる心縦隔比
（H/M 比）評価に関する検討 - 散乱線
補正の影響 -

第 30 回日本核医学技術学会　
総会，埼玉

2010.11.12

川島正治，檜山征也，福山誠介，片渕哲朗 PET 検査における半減期減衰補正が
画像に及ぼす影響について

第 30 回日本核医学技術学会　
総会，埼玉

2010.11.12

江尻悠介，向山勇太，近松克修，片渕哲朗 心筋 SPECT 像における％ up take 表
示法（UT）と Circumferential Profile 
analysis 法（CPA） の 比 較 -Heart 
Score View（HSV）によるファントム
を用いた検討 -

第 44 回日本放射線技術学会中
部部会学術大会，岐阜

2010.11.21

向山勇太，江尻悠介，近松克修，片渕哲朗 心筋 SPECT におけるテーブルオフ
セット撮像による画像変化に関する検
討～ Heat Score View を用いた心筋
SPECT ファントムによる評価～

第 44 回日本放射線技術学会中
部部会学術大会，岐阜

2010.11.21

浅井智也，鈴木祈史，原武史，小林龍徳，
周向栄，伊藤哲，片渕哲朗，藤田広志

体幹部正常 SUV モデルを利用した
FDG-PET 画像における異常集積の自
動検出法

第 44 回日本放射線技術学会中
部部会学術大会，岐阜

2010.11.21

鈴木祈史，浅井智也，小林龍徳，原武史，
周向栄，伊藤哲，片渕哲朗，藤田広志

体幹部 FDG-PET 画像における統計モ
デルを用いた経時差分システムの開発

第 44 回日本放射線技術学会中
部部会学術大会，岐阜

2010.11.21

鷲見将可，吉田功，三木一考，多湖博史，
片渕哲朗

123I 製剤を用いた定量性に関する研究
- ペーパーファントムによる心縦隔比

（H/M）の検討 -

第 44 回日本放射線技術学会中
部部会学術大会，岐阜

2010.11.21

辰野絢香，棚橋祐子，福山誠介，篠田淳，
片渕哲朗

頭部外傷による高次脳機能障害のデー
タベース構築に関する研究

第 44 回日本放射線技術学会中
部部会学術大会，岐阜

2010.11.21

加藤義弘 岐阜県内で発生した山岳遭難事故の医
学的側面からの検討

第 30 回登山医学会学術集会，
群馬県みなかみ市

2010.5

上平公子，石原多佳子，後閑容子 訪問看護師によるグリーフケアの実態 第 13 回日本地域看護学会，
札幌

2010.7

唐沢　泉 助産学実習終了後の学生自己評価と教
員評価の比較

第 26 回岐阜県母性衛生学会，
岐阜市

2011.1.29

伊藤晶子，唐沢　泉 女子高校生における産婦人科受診のイ
メージ －受診に影響する要因－

第 26 回岐阜県母性衛生学会，
岐阜市

2011.1.29
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唐沢　泉 産婦の腹囲測定の有用性 第 1 回（第 25 回）一般社団法
人日本助産学会学術集会

2011.3.6

酒井千知，山田静子 精神科患者から受ける暴力の実態調査 第 30 回日本看護科学学会，　札
幌

2010.12

篠原範充，和田亜由美，森田孝子，他 乳房超音波診断装置に関する精度管理
の試み ～ Mass ターゲットに関する検
出～

第 66 回日本放射線技術学会総
会，横浜

2010.4

篠原範充，原　武史 読影ワークステーション表示能力の試
験方法について

日本乳癌画像研究会第 12 回デ
ジタルマンモグラフィ分科会，
名古屋

2010.8

篠原範充，福岡大輔，森田孝子，他 超音波装置付属モニタのコントラスト
応答の測定

第 38 回日本放射線技術学会秋
季大会，仙台

2010.10

篠原範充 ワークショップ　ソフトコピー臨床画
像評価における表示系評価の概要

第 20 回日本乳癌検診学会総会，
福岡

2010.11

白岩美咲，遠藤登喜子，篠原範充，他 デジタルマンモグラフィとモニタ診断
の現状

第 20 回日本乳癌検診学会総会，
福岡

2010.11

遠藤登喜子，朽木　恵，篠原範充，他 モニタ診断における読影環境の検討
（１）画像と観察環境について

第 20 回日本乳癌検診学会総会，
福岡

2010.11

篠原範充 ワークショップ　Imege J を用いたデ
ジタルマンモグラフィの品質管理

第 20 回日本乳癌検診学会総会，
福岡

2010.11

Nanae SHINTANI，Fumihiko SATOH，
Makoto IWANAGA

Do working conditions and lifestyle 
habits affect occupational stress?

3rd International Conference 
o n  O c c u p a t i o n a l  H e a l t h 
nursing，Workpia Yokohama ，
Yokohama，JAPAN

2010.8

高尾文子，坊岡正之，奥本泰久，中村一美，
新谷奈苗，中村百合子

高齢者のレッグプレス負荷時の自律神
経機能と前額，鼻頭温度

第 27 回日本サーモロジー学会，
日本体育大学 横浜健志台キャ
ンパス

2010.7

長屋江見，武井　泰，奥百合子，柴田由美
子，棚橋千弥子

看護学生における心肺蘇生法の学習効
果

第 41 回日本看護学会　看護教
育　長崎，アルカス SASEBO

2010.8.19-20 

武井　泰，野中浩幸 臨地実習中における指導者のマスク着
用が看護学生へ与える影響

第 30 回　日本看護科学学会学
術集会　北海道，札幌コンベン
ションセンター・札幌市産業振
興センター

2010.12

武井　泰，横山久美，上平公子，藤吉恵美，
奥百合子，瓜巣敦子

デイサービスに勤務する看護・介護職
員の感染予防対策に関する実態調査

第 30 回　日本看護科学学会学
術集会　北海道，札幌コンベン
ションセンター・ 札幌市産業振
興センター

2010.12

N a n a e  S H I N T A N I ， H i r o y a s u 
NAGAOKA，Kazuko HORIGUCHI，
Tomoko MORIMOTO

Discussion of emergency notification 
device for elderly people

The 9th Pan-Pacific Conference 
on Ergonomics，Ambassador 
Hote l  in  Kaohs iung c i ty，
Taiwan

2010.11

T o m o k o  M O R I M O T O ， S h o k o 
KAMIMOTONO，Nanae SHINTANI

A ques t i onna i re  t o  de te rmine 
Nursing and Child care students` 
Understanding of welfare equipment

The 9th Pan-Pacific Conference 
on Ergonomics，Ambassador 
Hote l  in  Kaohs iung c i ty，
Taiwan

2010.11

Tomoko MORIMOTO，Nanae SHINTANI E F F E C T S  O F  A  S T U F F E D 
ANIMAL DESIGNED FOR NURSING 
CARE

6th International Conference 
of Health Behavioral Science，
UNIVERSITY OF MALAYA，
KualaLumpur， Malaysia

2010.9

萩原英雄，高雄啓三，遠山桂子，高崎昭彦，
中村政志，橋本敬一郎，林宣宏，宮川剛

精神疾患モデルマウスの海馬のタンパ
ク質発現解析

日本神経科学会大会 2010.1

杉浦明弘，横山清子，高田宗樹，堀井亜希
子，安田成臣

X 線画像システム同定によるノイズ除
去法の開発　〜 定在性低周波ノイズ
に関する検討 〜

電子情報通信学会　ME とバイ
オサイバネティックス研究会

（MBE），名古屋

2010.12
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A .  S U G I U R A ， K .  Y O K O Y A M A ，
H .  T A K A D A ， N .  Y A S U D A ， 
A.HORII，K. KIDA

Verification of nonlinearity in digital 
X-ray images using surrogate method

SPIE Medical Imaging，Orland 2011.2

Satosh i  HOSOYA，Toda OSAMU，
K e i k o  F U K U S H I M A ， S a t o s h i 
O H N O ， M a s a m i  T A K E U C H I ， 
M a s a s h i  N A K A M U R A ， A k i h i k o 
TAKASAKI，Takashi YOKOGAWA，
Kazuy a  N I SH IKAWA，Nobuh i r o 
HAYASHI

Intervention in membrane signaling 
system of immunocyte by HIV Nef 
through the myristoylation

ＢＭＢ 2010，kobe 2010.12

Tsuyoshi ENDO，Masashi NAKAMURA，
Aiko YAMAZAKI，Ken HIROSAKI，
Akihiko TAKASAKI，Nobuhiro HAYASHI

Development for cell profiling method 
using high performance proteomics.

ＢＭＢ 2010，kobe 2010.12

H i s a s i  K O D A M A ， O s a m u 
T O D A ， T s u y o s h i  E N D O ， L u m i 
N E G I S H I ， A k i h i k o  T A K A S A K I ， 
Hideki TOHDA，Nobuhiro HAYASHI

Comprehensive analysis for secretory 
proteins of Schizosaccharomyces 
pombe.

ＢＭＢ 2010，kobe 2010.12

T a k u y a  N A K A Y A M A ， N a o s h i 
SHIMOJO，Yuri OKUYAMA，Lumi 
NEGISHI，Akihiko TAKASAKI，Yasushi 
AKAHORI，Yoshikazu KUROSAWA，
Kei ichiro HASHIMOTO，Nobuhiro 
HAYASHI

Novel kinase search using anti-protein 
kinase antibodies as structural probes.

ＢＭＢ 2010，kobe 2010.12

田中邦彦 Subsensory galvanic vest ibular 
stimulation improves arterial pressure 
control upon head-up tilt.

Experimental Biology 2010，
Anaheim

2010.4

田中邦彦 経皮的内耳電気刺激による二次微分脈
波の変化

第 44 回加速度脈波・脈波研究 2010.6

田中邦彦 予備呼吸不要な船外活動用宇宙服グ
ローブの開発と検証

第 56 回宇宙航空環境医学会 2010.11

長屋江見，武井泰，柴田由美子，棚橋千弥
子

看護学生における心肺蘇生法の学習効
果

第 41 回日本看護学会 2010.8

Makoto NAGAI，Yu NONAKA，Tadashi 
YAMAMOTO

The study of the imaging of the TTX 
distribution of the liver of the puffer 
fish

International Biotechnology 
symposum 2010 Qingdao，
China

2010.10

恵良聖一，中村浩二，曽我見 勝 プロトン NMR 飽和移動法による合成
高分子ゲルとマウス水晶体内の水構造
の比較研究

第 88 回　日本生理学会大会
（横浜：震災により紙上開催）

2011.3.28-30

八田武志，岩原昭彦，伊藤恵美，永原直
子，八田武俊，八田純子，堀田千恵 .　 

中高年者の認知機能の個人差について
　　

日本心理学会第 74 回大会，大
阪大学 .  

2010.9.20

八田武俊 . 怒り反すうの効果に関する研究 . 日本社会心理学会第 51 回大会，
広島大学 .  

2010.9.17

八田武俊，大渕憲一 . 脳神経科学情報に対する態度 .  東北心理学会第 64 回大会， 宮
城学院女子大学 .  

2010.9.12

八田純子，八田武俊 .  高齢者のリズィリエンシー .  東北心理学会第 64 回大会，宮
城学院女子大学 .  

2010.9.11

Takeshi HATTA，Y.YOSHIZAKI，K. 
KATOH，A.IWAHARA，E.ITO，
N.NAGAHARA，T.HATTA， J.HATTA

Age-related difference in hemisphere 
function: Evidence from the Yakumo-
study

International Neuropsychology 
A s s o c i a t i o n  2 0 1 0  M i d -
y e a r  M e e t i n g  a t  
Krakow，Poland.

2010.7.3

Akiko HORI I，Chih i ro  KATAOKA，
Daigo YOKOYAMA，Naotoshi FUJITA，
Naruomi YASUDA，Akihiro SUGIURA，
Yosie KODERA

Observer performance of reduced 
image for LCDs

C o m p u t e r  A s s i s t e d 
R a d i o l o g y  a n d  S u r g e r y 
2 4 t h  I n t e r n a t i o n a l 
Congress and Exhibit ion， 
Geneva，Switzerland

2010.6
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Akiko HORI I，Chih i ro  KATAOKA，
Daigo YOKOYAMA，Naotoshi FUJITA，
Naruomi YASUDA，Akihiro SUGIURA，
Yosie KODERA

Compa r i s o n  o f  t h e  d e t e c t i o n 
r a t e s  i n  r e d u c e d  i m a g e  
by difference of interpolation method

Medica l  Imaging :  Physics 
of Medical Imaging，SPIE， 
Orando，America

2011.2

Naoki NISHIMURA，Satoshi IWASE， 
T o m o k i  S H I O Z A W A ， Y u n i c h i ，
SHIGENOYA，Masumi TAKADA，Yuki 
SHIMIZU，Yoko INUKAI，Maki SATO，
Domin ika KANIKOWSKA，Satomi 
SUZUKI， Koji ISHIDA，Hiroshi AKIMA，
Ke i s h o  KATAYAMA，Yosh i h i s a 
MASUO， Tadaaki MANO

T h e  p o s s i b i l i t y  t h a t 
sympathetic nerve activity is related 
to bone metabolic deconditioning 
induced by simulated microgravity 
exposure

The 87th Annual Meeting of 
the PSJ，Morioka

2010.5.19 -21

Satoshi IWASE，Junichi SUGENOYA，
Maki SATO，Yuuki SHIMIZU，Hiroki 
TAKADA，Tadaak i  MANO，Ko j i 
ISHIDA，Hirosh i  AKIMA，Keisho 
KATAYAMA，Kaname HIRAYANAGI，
K e n - i c h i  I W A S A K I ， T o m o k i 
SHIOZAWA，Kazuyoshi YAJIMA，
Mitsunori IWASE，Yoriko WATANABE，
Satomi SUZUKI，Tetsuo FUKUNAGA，
Yoshihisa MASUO

Effectiveness of artificial gravity 
and  e rgomet r i c  exe rc i s e  a s  a 
countermeasure

Joint Life Science Meeting ‘Life 
in Space for Life on Earth’ 
o f  the  31s t  Annua l  ISGP 
Meeting，the 11th ESA Life 
Sciences Symposium，the 5th 
ISSBB Symposium and ELGRA 
Symposium，Trieste，Italy

2010.6.13-18

神谷厚載，岩瀬敏，間野忠明 ヒト皮膚交感神経活動の翻訳規則：　
血管収縮性皮膚交感神経から皮膚血流
量への生体情報伝達関数

第 18 回日本発汗学会総会，千
里ライフサイエンスセンター

2010.8.27-28

水野英莉，木村香織 性暴力防止に関する実行委員会企画プ
ログラム２　ワークショップ２　初学
者向け　「体育・スポーツの場にある
性暴力に気づく」

日本スポーツとジェンダー学
会，神戸松蔭女子学院大学

2010.7.4

Takeshi MINAMI，Tomoyoshi TERADA，
Yukie TAKADA，Seiichi ERA

Analys is  o f  commercia l  human 
serum albumin products by circular 
dichroism spectrometry

第 88 回日本生理学会，横浜 2011.3

杉浦明弘，横山清子，高田宗樹，安田成臣，
堀井亜希子，木田浩介

X 線画像システム同定によるノイズ除
去法開発の基礎的検討

日本人間工学会東海支部 2010
年研究大会，名古屋

2010.10

杉浦明弘，堀井亜希子，安田成臣，吉田貴
博，髙田宗樹

iPod touch と医療用液晶モニタの医療
画像表示に関する物理特性の検証

第 9 回モバイル研究会，神戸 2010.5

守本とも子，新谷奈苗 Effects of a Stuffed Animal Designed 
for Nursing Care

6th International Conference of 
Health Befavioral Science

2010.9

N a n a e  S H I N T A N I ， H i r o y a s u 
NAGAOKA，Kazuko HORIGUCHI，
Tomoko MORIMOTO,

Discussion of emergency notification 
device for elderly people

E r g o n o m i c s  f o r  A l l ，
Celebrating The 9th Pan-Pacific 
Conference on Ergonomics 20 
years of excellence

2010.11

T o m o k o  M O R I M O T O ， S h o k o 
KAMIMOTONO，Nanae SHINTANI

A ques t i onna i re  t o  de te rmine 
Nursing and Child care students` 
Understanding of welfare equipment

E r g o n o m i c s  f o r  A l l ，
Celebrating The 9th Pan-Pacific 
Conference on Ergonomics 20 
years of excellence

2010.11

山本哲也，高田宗樹，松浦康之，高田真澄，
横山清子，岩瀬敏

高齢者胃電図と心窩部温罨法の効果 日本衛生学会，仙台市 2010.5

松浦康之，山本哲也，高田真澄，塩澤友規，
高田宗樹

胃電図の数理モデル 日本衛生学会，仙台市 2010.5

高田真澄，山本哲也，高田宗樹，横山清子，
宮尾　克，松浦康之

胃電図の生成機序 - 胃切除者の胃電図
を例に

日本衛生学会，仙台市 2010.5

山本哲也，高田宗樹，杉浦明弘，宮尾克 ヘッドマウントディスプレイを用いた
３Ｄ映像の生体影響評価 - 若年 - 高齢
者比較 -

モバイル研究会，神戸市 2010.5

山本哲也 日本の放射線被ばくと放射線ホルミシ
スについて

形シューレ学会，加賀市 2011.2
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4 ）講演会，公開講座等
講演者等名 題 名 講演会，講座名，開催地 開催年月日

阿部順子 高次脳機能障害者の生活支援－自立にチャレン
ジ！－

日本脳外傷友の会総会，奈良市 2010.6

阿部順子 高次脳機能障害者への対応～できるを学ぶ～ 第 3 回京都府高次脳機能障害者・家族交流会，京
都市

2010.7

阿部順子 社会的行動障害への支援－社会適応モデルを用い
たアプローチ－

心理臨床学会自主シンポジウム，仙台市 2011.9

阿部順子 社会的行動障害を中心とした高次脳機能障害者へ
の対応

大分県高次脳機能障害リハビリテーション講習
会，大分市

2010.8

阿部順子 高次脳機能障害のリハビリテーション－医療から
地域支援まで－

第 2 回宮崎リハビリテーション講習会，宮崎市 2010.9

阿部順子 生活版ジョブコーチ研究事業が目指すこと 平成 22 年度岡山リハビリテーション講習会，倉
敷市

2010.11

阿部順子 生活の自立を目指して－生活版ジョブコーチので
きること－

平成 22 年度高次脳機能障害研修会，広島市 2010.11

阿部順子 生活版ジョブコーチ研究事業が目指すもの～生活
版ジョブコーチの養成研修と試行事業～

茨城県リハビリテーション講習会，つくば市 2010.12

阿部順子 臨床心理学への道 放送大学愛知学習センター，名古屋市 2010.12

阿部順子 生活支援－生活版ジョブコーチとは－ 山形県高次脳機能障がい者リハビリテーション講
習会，山形市

2011.1

阿部順子 生活版ジョブコーチについて ぐんま高次脳機能障害リハビリテーション講習
会，前橋市

2011.2

阿部順子 生活版ジョブコーチの目指すもの 朝日セミナー，東京都 2011.1

阿部順子 生活版ジョブコーチの目指すもの 朝日セミナー，大阪市 2011.2

阿部順子 高次脳機能障がいとは－その症状と対応－ 岐阜県高次脳機能障がい普及啓発講演会，大垣市 2011.3

市川秀男 将来の放射線技師はどうあるべきか 愛媛県放射線技師研修会，新居浜市 2010.6.26

市川秀男 胸部単純 X 線撮影の読影について考える 第 3 回全国 X 線撮影技術・読影研究会，東京都 2010.9.11

市川秀男 胸部単純 X 線撮影と読影について 岐阜県一般撮影を知る会，岐阜県 2010.11.27

市川秀男 胸部単純 X 線撮影・読影について 愛知県女性放射線技師の会，愛知県 2011.2.6

市川秀男 胸部単純 X 線撮影と画像評価 骨・関節撮影について熱く語る集い，三重県 2011.2.19

小木曽加奈子 「認知症高齢者の接し方」というテーマで講演を
行った。

瑞穂市社会福祉協議会主催平成 22 年度悪質商法
撃退講座，瑞浪市

2011.2.19

小木曽加奈子 看護研究の講評 平成 22 年度岐阜県看護研究発表会第 1 群と 3 群
の講評，岐阜県

2011.2.21

小木曽加奈子 スキルアップ研修（介護職員・初任者研修）講師 名古屋市 2011.2.18

小野木満照 岐阜医療科学大学の現状 福井診療画像研究会，福井市 2011.2.13

鍵小野美和 こどもの生きる力を育む乳幼児期体験 愛知県西三河児童福祉施設研修会，愛知県 2011.3

片渕哲朗 核医学技術における教育現場からのメッセージ～
臨床サイトの放射線技師に求めるもの～

日本放射線技術学会第 66 回総会学術大会　宿題
報告，横浜市

2010.4.10

片渕哲朗 心臓核医学における良い画像とは何か～技術的問
題点を考える～

第 40 回名古屋心臓核医学研究会，名古屋市 2010.5.29

片渕哲朗 心臓核医学画像における症例検討 第 3 回 GINCS（岐阜心臓核医学カンファレンス），
岐阜市

2010.6.23

片渕哲朗 岐阜医療科学大学における核学研究 第１回 ADVANTAGE（東海核医学系大学研究
会），名古屋市

2010.11.18

加藤義弘 中高年登山者の医学的な問題を考える 中高年登山者の健康上の問題点，岐阜県高山署，
高山市

2011.1

上平公子 訪問看護におけるアロマセラピーの活用 職員研修会，下呂訪問看護ステーション 金山事務
所，下呂市

2010.8
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講演者等名 題 名 講演会，講座名，開催地 開催年月日

唐沢泉 「いのち」について考えてみよう！ 「子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業」，
関市教育委員会学校教育課，関市旭ヶ丘学校

2010.11

唐沢泉 「大人になろうとする自分を知ろう！」 「子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業」，
関市教育委員会学校教育課，関市小金田中学校

2010.11

唐沢泉 「いのち」について考えてみよう！ 「子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業」，
関市教育委員会学校教育課，関市下有知中学校

2010.11

唐沢泉 「いのちの大切さ」 「子どもの健康を守る地域専門家総合連携事業」，
関市教育委員会学校教育課，関市旭ヶ丘小学校

2011.1

唐沢泉 「CTG の判読」 平成 22 年度第 2 回研修会，社団法人日本助産師
会岐阜県支部，各務原市

2011.2.20

酒井千知 精神科看護（医療観察法病棟の看護） 藤田保健衛生大学 2010.9

篠原範充 デジタルマンモグラフィの基礎 マンモグラフィ技術講習会，マンモグラフィ検診
精度管理中央委員会，名古屋市

2010.4

篠原範充 " マンモグラフィのためのデジタル画像の基礎・
画像処理の基礎 "

中国マンモグラフィ技術講習会，中国放射線技術
学会，済南市

2010.4

篠原範充 5 年更新の試験と解析 マンモグラフィ読影更新講習会，福岡県，東京 2010.5

篠原範充 乳房撮影の基礎 マンモグラフィ読影講習会，マンモグラフィ検診
精度管理中央委員会，名古屋市

2010.5

篠原範充 5 年更新の試験と解析 マンモグラフィ読影更新講習会，マンモグラフィ
検診精度管理中央委員会，大阪市

2010.5

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

第 33 回デジタルマンモグラフィソフトコピー診
断講習会，日本放射線医会，名古屋市

2010.6

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

第 34 回デジタルマンモグラフィソフトコピー診
断講習会，日本放射線医会，名古屋市

2010.6

篠原範充 画像診断セミナー 教育セミナー，日本乳癌学会，札幌市 2010.6

篠原範充 デジタルマンモグラフィで放射線技師に求められ
る知識

福島県乳腺画像研究会，福島県放射線技師会，福
島県，郡山市

2010.7

篠原範充 乳房撮影の基礎 兵庫県マンモグラフィ読影講習会，兵庫県医師会，
兵庫県，神戸市

2010.7

篠原範充 5 年更新の試験と解析 マンモグラフィ読影更新講習会，川崎医科大学，
岡山市

2010.7

篠原範充 デジタルマンモグラフィのオーバーオール特性の
評価方法

新大阪マンモグラフィセミナール・東芝，新大阪
マンモグラフィセミナール，大阪市

2010.8

篠原範充 US Interpretation 教育セミナー，第７回日本乳癌学会中部地方会，
名古屋市

2010.9

篠原範充 乳房撮影の基礎 福島県マンモグラフィ読影講習会，福島県医師会，
福島県，福島市

2010.9

篠原範充 乳房撮影の基礎 八戸マンモグラフィ読影講習会，八戸市医師会，
八戸市

2010.9

篠原範充 デジタルマンモグラフィのモニター診断 教育セミナー，第７回日本乳癌学会中部地方会，
名古屋市

2010.9

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

第 35 回デジタルマンモグラフィソフトコピー診
断講習会，日本乳癌画像研究会，名古屋市

2010.10

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

第 36 回デジタルマンモグラフィソフトコピー診
断講習会，日本乳癌画像研究会，名古屋市

2010.10

篠原範充 乳房撮影の基礎 群馬県マンモグラフィ読影講習会，群馬県医師会，
群馬県，前橋市

2010.10

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

宮城県対がん協会デジタルマンモグラフィソフト
コピー診断講習会，宮城県対がん協会，仙台市

2010.10

篠原範充 乳房撮影の基礎 静岡県マンモグラフィ読影講習会，静岡県医師会，
静岡県，三島市

2010.11
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講演者等名 題 名 講演会，講座名，開催地 開催年月日

篠原範充 デジタルマンモグラフィの基礎 静岡県マンモグラフィ技術講習会，静岡県放射線
技師会，静岡県，三島市

2010.11

篠原範充 フィルムリーディング 教育セミナー，日本乳癌検診学会，福岡市 2010.11

篠原範充 超音波　Image Interpretation 教育セミナー，日本乳癌検診学会，福岡市 2010.11

篠原範充 乳房撮影の基礎 宮城県対がん協会マンモグラフィ読影講習会，宮
城県対がん協会，福島県，仙台市

2010.11

篠原範充 Image J の使用法
Image J を用いた画像解析”

デジタルマンモグラフィ技術講習会，マンモグラ
フィ検診精度管理中央委員会，名古屋市

2010.12

篠原範充 乳房撮影の基礎 産婦人科医会マンモグラフィ読影講習会，産婦人
科医会，東京都

2010.12

篠原範充 デジタルマンモグラフィの基礎
Image J の使用法
Image J を用いた画像解析”

デジタルマンモグラフィ精度管理セミナー，日本
放射線技術学会中部部会，名古屋市

2010.12

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

第 37 回デジタルマンモグラフィソフトコピー診
断講習会，日本乳癌画像研究会，名古屋市

2011.1

篠原範充 デジタルマンモグラフィについて　その種類，構
成と特性

第 38 回デジタルマンモグラフィソフトコピー診
断講習会，日本乳癌画像研究会，名古屋市

2011.1

篠原範充  デジタルマンモグラフィで知っておくべき基礎
知識

はりまマンモグラフィ研究会，はりまマンモグラ
フィ研究会，姫路市

2011.1

篠原範充 デジタルマンモグラフィの基礎
Image J の使用法
Image J を用いた画像解析

新大阪マンモグラフィセミナール，新大阪マンモ
グラフィセミナール，大阪市

2011.1

篠原範充 Image J の使用法
Image J を用いた画像解析

デジタルマンモグラフィ技術講習会，沖縄県放射
線技師会，厚生労働省，マンモグラフィ検診精度
管理中央委員会，那覇市

2011.1

篠原範充 デジタルマンモグラフィの基礎
現像処理とデジタル

沖縄県マンモグラフィ技術講習会，沖縄県放射線
技師会，厚生労働省，那覇市

2011.1

篠原範充 乳房撮影の基礎 札幌マンモグラフィ技術講習会，札幌市 2011.1

高崎昭彦 岐阜医療科学大学衛生技術学科の新しい試み 健康食品管理士会
中部支部研修会，名古屋市

2010.6.6

高崎昭彦 健康食品管理士アドバイザリー
スタッフとしての社会貢献

平成 22 年度健康食品管理士会全国支部幹事会，
名古屋市

2010.11.27

中村浩二 むし歯予防とフッ素塗布 子育て支援事業　すずらん保育室講演会，医療法
人社団英集会　福富医院，岐阜市

2010.6.23

中村浩二 むし歯予防とフッ素のはなし 病時保育すくすくの森　保育ルーム講演会，医療
法人すくすくこどもクリニック，豊田市

2010.8.20

中村浩二 バイタルサインを見てみよう 模擬授業（出前講義），私立清林館高等学校，津
島市

2010.5.21

中村浩二 バイタルサインを見てみよう 模擬授業（出前講義），岐阜県立大垣南高等学校，
大垣市

2010.7.1

中村浩二 いつまでも美味しく食べるための口の機能 平成 22 年度多治見市口腔保健協議会研修会，多
治見市口腔保健協議会，多治見市

2010.6.17

中村浩二 目指せ健康長寿！いつまでも若さを保つかむ効果 平成 22 年度加茂口腔保健協議会研修会，美濃加
茂市口腔保健協議会，美濃加茂市

2011.2.3

野中浩幸 「精神科看護記録Ⅱ」 春陽会　慈恵中央病院 平成 22 年度「第１回院内
研修会」教育委員会主催，岐阜県郡上市

2010.4.15

野中浩幸 「プロセスレコードについて」 春陽会　慈恵中央病院 平成 22 年度「第 2 回院内
研修会」，教育委員会主催，岐阜県郡上市

2010.6.8

野中浩幸 「フォーカスチャーティング記録」　 医療法人聖泉会　聖十字病院 平成 22 年度「第１
回院内研修会」，教育委員会主催，岐阜県土岐市

2010.7.28

野中浩幸 「精神科急性期における看護の役割」 日本精神科看護技術協会
兵庫県支部研修会，兵庫県神戸市

2010.8.6
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野中浩幸 「フォーカスチャーティング記録」 医療法人聖泉会　聖十字病院 平成 22 年度「第 2
回院内研修会」，教育委員会主催，岐阜県土岐市

2010.8.19

野中浩幸 「ケアプランについて」　 春陽会　慈恵中央病院 平成 22 年度「第 5 回院内
研修会」教育委員会主催，岐阜県郡上市

2010.8.26

野中浩幸 「実習指導の原理・実際・評価」 日本精神科看護技術協会主催　精神科看護実習指
導研修会Ⅱ，京都研修センター，京都府京都市

2010.9.6-8

野中浩幸 「精神科看護における観察と記録」 平成 21 年度　岐阜県支部講演会　基礎精神科看
護研修会［精神科看護学２］，岐阜県多治見市

2010.9.30

野中浩幸 「精神科救急と多職種チーム」
テーマ「本音で語ろう！精神科救急」

第 18 回日本精神科救急学会 一般演題 2「看護 2」
（座長），シンポジウムⅣ「精神科救急と多職種チー
ム」（ファシリテーター），大阪府大阪市

2010.10.14-15

西山泰暢 総合司会 第 12 回東海病原細菌研究会，名古屋市 2010

橋本廣子 事例検討会講師 関市中央包括支援センター，関市若草プラザ，関
市

2010.9.17
2010.11.16
2011.2.2

幅浩嗣 病院における医療の現状と業務全般 アクト・セン（株）サービスエンジニア新人社員
研修会，東京八重洲ホール，東京都

2010.4.28

藤吉恵美 感染予防の基本（手洗い）について 模擬授業，済美高等学校 2010.1.25

前田キヤ子 生命・自分を大切にしよう 関ヶ原町立今須中学校
全校生徒 29 名

2010.6.15

前田キヤ子 生命・自分を大切にしよう 関ヶ原町立関ヶ原中学校
全校生徒 191 名

2010.6.15

前田キヤ子 生命・自分を大切にしよう 岐阜市立三輪中学校
3 年生 138 名

2010.6.25

前田キヤ子 男女間のエチケット 安八町組合立東安中学校
3 年生 80 名

2010.7.7

前田キヤ子 性とは生きること 大垣女子短期大学
1・2 年生女子 200 名

2010.7.7

前田キヤ子 思春期の性と生 岐阜県教育委員会 能力開花支援事業，大垣工業高
校 1 年生 321 名

2010.7.8

前田キヤ子 思春期の性と生 岐阜県教育委員会 能力開花支援事業，各務野高校
全校生徒 699 名＋教師 50 名，各務原市

2010.7.9

前田キヤ子 思春期の性と向き合う チャイルドライン　受け手
養成講座 30 名

2010.7.11

前田キヤ子 生命・自分を大切にしよう 多治見市立南姫中学校
　年生 190 名

2010.7.15

前田キヤ子 思春期の性と向き合う 恵那保健所，小学校保健主事・養護教諭・保健師
等 50 名

2010.10.12

前田キヤ子 子どもから大人へ・二次性徴 美濃教育事務所主催，関市立富岡小学校 5 年生 82
名

2010.12.1

前田キヤ子 生命・自分を大切にしよう 美濃教育事務所主催，関市立武芸川中学校 3 年生
80 名

2010.12.15

前田キヤ子 思春期の性教育に助産師としての関わり 岐阜県助産師職能委員会，県内助産師 35 名 2010.12.20

前田キヤ子 望ましい男女交際のあり方 安八町組合立東安中学校，2 年生 92 名 2010.12.22

前田キヤ子 生命・自分を大切にしよう 美濃教育事務所主催，関市立南ヶ丘小学校 5・6
年生　37 名

2011.1.18

前田キヤ子 講座：いのちって大切
ビデオ：母と子のふれあい
グループワーク

美濃教育事務所主催，関市立洞戸小学校 4・5 年
生 40 名

2011.1.20

前田キヤ子 更年期と生き生き人生 岐阜県女性フェスティバル
中・高年女性約 10 名，岐阜市

2011.1.22

前田キヤ子 子どもの姿がみえていますか？お父さん！ チャイルドライン 父親対象約 40 名，羽島市 2011.1.23
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講演者等名 題 名 講演会，講座名，開催地 開催年月日

間野忠明 宇宙飛行と自律神経 ｢脳をみるシンポジウム In 三原｣，県立広島大学 
三原地域連携センター，広島県

2011.3.5

三嶋智之 岐阜医療科学大学の取り組み・ワッハハ教室につ
いて

健康食品管理士講習会，健康食品管理士認定協会，
藤田保健衛生大学

2010.6.6

安田成臣 情報技術 セキュリティホール - 家庭から医療まで - 第 52 回東海四県放射線技師合同研究会，愛知県 2011.2

安田成臣 ImageJ プログラミング - plug-in の作成 - がんプロフェッショナル養成プラン 関東広域多職
種がん専門チーム養成拠点事業 医学物理人材養成
コース 平成 22 年度医学物理学入門ミニ講座，茨
城県

2010.10

山岡一清 知って得する感染症の知識 関中央ロータリークラブ，関市 2010.9.30

5 ）研究費取得状況（本学教員太字）
研究者名 研究課題名 助成金等名称 交付年度，期間

渥美龍男，山岡一清，西山泰暢 顕微鏡ビデオ画像を利用した微生物学教
育システムの改良

平成 23 年度（第 35 回）学術研
究振興資金（日本私立学校振興
共済事業団）

平成 22 年度

山田和雄，蒲澤秀洋，阿部順子，他 高次脳機能障害者に対する地域生活支援
に関する研究

厚生労働科学研究 平成 21 年度～
平成 23 年度

蒲澤秀洋，阿部順子，他 高次脳機能障害者の生活適応援助事業に
関する研究

損害保険協会助成研究事業 平成 21 年度～
平成 23 年度

原　武史，片渕哲朗 複数 PET 核種の集積分布の定量化によ
る人体代謝アトラスの構築に関する研究

文部科学省科学研究費補助金 平成 19 年度～
平成 22 年度，
4 年間

片渕哲朗，福山誠介，三木一孝，近
松克修，三輪正治，檜山征也，川島
正治，吉田功，中村学，吉村成雅，
水野辰彦

核医学における画像標準化に関する研究 日本メジフィジックス奨学寄付
金

平成 20 年度，
1 年間　

加藤義弘 中高年穂高岳登山者の健康状態と心血管
系疾患発症リスク

文部科学省科学研究費補助金 
基盤研究Ｃ

平成 22 年度～
平成 24 年度

上平公子，宮田延子，山田小夜子，
橋本廣子

地域で見守る子育て支援システムに関す
る研究

岐阜医療科学大学特別研究費Ｂ 平成 22 年度

篠原範充 乳癌検診啓発活動の推進に関する研究 奨学寄附金 平成 22 年度，
1 年間

篠原範充 高濃度ディジタルデュープの作成に関す
る研究

奨学寄附金 平成 22 年度，
1 年間

篠原範充 ドライメージャーの画像評価 奨学寄附金 平成 22 年度，
1 年間

篠原範充 高解像度マンモグラフィ撮影装置の開発 奨学寄附金 平成 22 年度，
1 年間

篠原範充 デジタル画像オーバーオール特性の最適
化検討おける各種研究

奨学寄附金 平成 22 年度，
1 年間

高尾文子，防岡正之，新谷奈苗 高齢者の体温と心身の健康度に関する研
究

広島国際大学学内特別研究費 平成 22 年度，
1 年間

高崎昭彦 機能性ペプチドの一時構造決定 ㈱秋田屋より受託 平成 22 年度，
1 年間

高崎昭彦 疾患プロテオーム解析手法の検討 ㈱ホーユーより受託 平成 22 年度，
1 年間

長屋江見，武井 泰，永井 慎 岐阜県を貫流する木曽川水域における細
菌汚染調査

岐阜医療科学大学特別研究費Ｂ 平成 22 年度

田中邦彦 次世代宇宙服要素の研究 奨学寄付金 平成 22 年度，
1 年間
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研究者名 研究課題名 助成金等名称 交付年度，期間

中野純子，唐沢泉，安江未緒，柴田
由美子，前田悟司，高崎昭彦，青山
友佳，三嶋智之

褥婦における生体試料中の葉酸定量およ
び栄養状態の調査

岐阜医療科学大学特別研究費Ａ 平成 22 年度，
2 年間

水野正延，吉川武彦，野中浩幸，小
池　敦，船越明子，羽田有紀，新地
恵都子

東紀州地域自殺対策連絡会調査チーム 内閣府 平成 22 年度

八田武志，大渕憲一，飯高哲也，長
谷川幸治，伊藤恵美，岩原明彦，川
上綾子，唐沢かおり，浜島信之， 八
田武俊

中高年者の高次脳機能と筋運動および生
活習慣との関連に関する神経心理学的研
究

平成 20 年度文部科学省科学研
究費補助金　基盤研究Ｂ

平成 22 年 3 月

戸田山和久，八田武志，唐沢 穣，
大渕憲一，飯高哲也，八田武俊

脳画像の適正な社会的使用のための基礎
研究

文部科学省科学研究費補助金 
基盤研究Ｂ

平成 23 年 3 月

藤吉恵美，田中邦彦，渡邊美幸，上
平公子，箕浦文枝

血管内皮機能の日内変動に関する研究 岐阜医療科学大学特別研究費Ｂ

堀井亜希子，安田成臣，杉浦明弘，
小寺吉衞

液晶モニタ上における縮小画像の画質評
価

岐阜医療科学大学特別研究費Ｂ 平成 22 年度

三嶋智之 清酒濃縮物による肌質・高尿酸血漿状態
の改善

文部科学省科学研究費補助金 
若手研究Ｂ

平成 20 年度～
平成 22 年度，
3 年間

南　武志 酸化型・還元型アルブミンに関する研究 岐阜医療科学大学特別研究費Ｂ 平成 22 年度～
平成 23 年度，
2 年間

高松輝賢，佐藤達資，松本秀敏，神
　孝輔，黄川博友，鳴海　周，都谷
森　清，古川滝男，安田俊彦，田澤
祐也，中村英郎，高橋哲哉，山口正
樹，工藤寛之，黒瀬　顕，刀稱亀代志，
田中正則，東福寺幾夫，安田成臣

治療方針の決定に必須な病理・細胞診超
高機能診断支援システムの研究開発

経済産業省　平成 22 年度課題
解決型医療機器の開発・改良に
向けた病院・企業間の連携支援
事業

平成 23 年 3 月

吉田貴博，安田成臣，堀井亜希子，
杉浦明弘

雑音中の超低振幅信号に対する存在有無
の検出の試み

岐阜医療科学大学特別研究費Ｂ 平成 22 年度

渡邊美幸 看護基礎教育の技術項目を自己反復でき
るシミュレーション教材の構築

文部科学省科学研究費補助金 
若手研究Ｂ

平成 20 年度～
平成 22 年度

6 ）その他，委員会が適当と認める事項 （受賞，発明，特許等）

翻訳，調査
訳者等名 訳書名等 発行所名 担当項目，総頁数，担当頁 発行年月

総監訳者：御手洗玄洋　間野忠明 ガイトン生理学 原著
第 11 版

エルゼビア・ジャ
パン株式会社

監訳，総頁 1177 2010.8.30

監修：安藤邑惠
編集：小木曽加奈子，今井七重，
中山かおり，他 14 名

国家試験問題集：看護師必修問題
攻略ブック

成美堂出版 総頁，基礎技術，臨床看
護（成人・老年）

2010.7
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